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１ 本検討まとめについて 

  県教育委員会では、平成28年３月に岐阜県立高等学校活性化計画策定委員会か

ら提出された「審議まとめ」を受け、以降、県立高校の活性化の方策について具

体的な検討を進め、年度ごとに取組結果等を「検討まとめ」として取りまとめて

きた。 

  本報告は、岐阜県立高等学校の活性化に向けた令和２年度の取組結果、令和３

年度以降の取組内容及び令和４年度学科改編等について示すとともに、平成31年

３月に策定した岐阜県教育振興基本計画（第３次岐阜県教育ビジョン）に掲げた

ふるさと教育関連事業等の令和２年度の実施状況について報告するものである。

特に、令和２年度は年度当初の新型コロナウイルス感染症対策に係る学校一斉臨

時休業から始まり、各学校の様々な行事を中止又は縮小するなど、感染症対策に

追われた１年であった。 

  しかし、この未曽有の事態を受け、本県では全国に先駆けてオンライン学習支

援を開始するとともに、生徒１人１台タブレット端末の導入や教員のＩＣＴ活用

力向上のための研修など、ＩＣＴを取り巻く環境整備を急速に進めてきた。 

  また、令和３年１月26日の中央教育審議会答申には、ＩＣＴの日常的な活用に

よる授業改善など、ＩＣＴを活用した学びの充実が明示されており、今後は 

 ＩＣＴを学習に必要不可欠なものとして活用できる環境を構築しつつ、「主体 

 的・対話的で深い学び」に向けた授業改善を推進する一方で、決してＩＣＴの 

活用自体が目的化しないよう、その教育効果を最大限に考えた教育の実現を図る。 

  

２ 令和２年度の取組結果 

  「平成28年度の検討まとめ」において、県立高校の活性化の基本方針として、

高校の特性に応じた活性化の基本的な考え方を定め、具体的な活性化策を例示し

たものをグランドデザインとした。このグランドデザインに基づき、例えば、個

別のより高度な学習ニーズへの対応、大学合格実績の向上、大学進学から就職ま

でを含めた多様な進路希望への対応、地域産業を担う人材育成、更には多様な学

習スタイルへの対応等、高校の特性に応じた活性化策を検討し、毎年度、具体的

な取組みとして実行してきた。令和２年度の取組結果は３頁以降のとおりである。 
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  ＜県立高校活性化の基本方針（グランドデザイン）＞ 

 特 性 活性化の基本的な考え方 具体的な活性化策（例） 

普

通

科

等 

選抜性の

高い大学

への進学

が多い 

○グローバルリーダーの育成 

○個別のより高度な学習ニーズへの対応 

○新大学入試制度や新学習指導要領を見

据えた探究的な学びを積極的に展開 

○キャリア教育や進路支援体制を充実 

○地域から求められる人材を育成 

◆高等教育機関等の教育力を積極

的に活用したより高度な学習機

会の提供 

◆少人数による主体的・対話的で深

い学びの推進 

◆進学重点型の単位制へ改編 

◆授業時間外の補習体制の充実 

◆大学卒業後の進路を見据えたキ

ャリア教育の推進 

いわゆる

中堅 

進学校 

○主体的に学習できる教育体制の構築 

○個別の進学希望へのきめ細かな対応 

○大学合格実績の向上 

○キャリア教育や進路支援体制を充実 

○地域から求められる人材を育成 

◆進学希望別（コース別）教育課程

編成、コースや系列の見直し 

◆進学重点型の単位制へ改編 

◆授業時間外の補習体制の充実 

◆大学卒業後の進路を見据えたキ

ャリア教育の推進 

進路先が 

多様 

○多様な進路希望にきめ細かく対応 

○多様な生徒（中途退学経験者、不登校

経験者、特別な支援を必要とする生

徒等）への対応 

○キャリア教育や進路支援体制を充実 

○地域から求められる人材を育成 

◆進路実現型の単位制や総合学科

へ改編 

◆昼間２部(午前・午後)、通信制（平

日スクーリングタイプ）への改編 

◆「少人数コミュニケーション講

座」の開設 

◆デュアルシステムの導入・充実 

総 

合 

学 

科 

専

門

学

科 

学科によ

って進路

状況に違

いがある 

○本県の地域産業を担う人材を育成 

○少子化に伴う学校の小規模化への対応 

○産業構造の変化等による新たなニー

ズへの対応 

◆地域産業やニーズに応じた学科

の再編成や学科名称の変更 

◆柔軟な定員設定や類型(くくり)

募集 

◆学校規模にあった学科改編 

◆複数の専門学科併置校へ改編 

定時制 

通信制 

○多様な生徒、多様な学習ニーズや学

習スタイルへの対応 

◆夜間定時制を多部制に改編（昼間

部の新設） 

◆全日制タイプの高校に改編 
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（１）令和３年度県立高等学校入学者選抜に係る学科改編等 

 ○ 学科改編（令和２年３月発表） 

   以下のように学科改編を行った。 

学 校 ～令和２年度 令和３年度～ 
岐 阜 城 北   生活文化科 → 生活デザイン科 

岐 阜 商 業 

        情報処理科 → ビジネス情報科 
      会計システム科 → 会計科 
国際コミュニケーション科 → グローバルビジネス科 

     （定時制）商業科 → （定時制）ビジネス科 
揖 斐   生活環境科 → 生活デザイン科 

大 垣 商 業 

     総合ビジネス科   ビジネス科 
         会計科   ビジネス情報科 
         情報科 → （募集停止） 
    （定時制）商業科 → （定時制）ビジネス科 

大 垣 桜   生活文化科 → 生活デザイン科 

海 津 明 誠 
       情報処理科 → ビジネス情報科 
       生活福祉科 → 生活デザイン科 

武 義 
         普通科 → 普通科（単位制） 
         商業科 
       情報処理科 

関 有 知   生活福祉科 → 生活デザイン科 

東 濃 実 業 
     ビジネス管理科 → ビジネス科 
       生活文化科 → 生活デザイン科 

瑞 浪   生活福祉科 → 生活デザイン科 
坂 下   生活文化科 → 生活デザイン科 

飛 騨 高 山 
  情報処理科 → ビジネス情報科 
  生活文化科 → 生活デザイン科 

 ○ 単位制の導入 

   武義高校の「普通科」「ビジネス情報科」に単位制を導入した。  

 ○ １学級40人未満の入学定員の設定 

    これまでの入学状況や今後の生徒減少期を見据え、１学級40人単位での学

級減は学校の活力への影響が大きいと判断される場合は、定員減を行うため

の手段のひとつとして１学級40人未満の定員設定を実施している。 

    きめ細かな定員設定により、学校規模を維持しながら、学校の活力維持・

活性化を継続するとともに、これまで以上に生徒へのきめ細かな指導・支援

を目的としている。 

 ○ 県外からの生徒募集 （参考資料３、４） 

    平成30年度県立高等学校入学者選抜から、県外からも意欲の高い生徒が入

学することで生徒同士がより切磋琢磨できるなどの教育効果を期待して、県

外からの生徒募集（以下、県外募集という。）を実施している。 

    令和３年度県立高等学校入学者選抜においては、募集分野を見直し、特色

ビジネス情報科（単位制） 

→ 

→ 
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ある教育や部活動に加え、全国で活躍する部活動を実施する学校においても

県外募集を行った。また、県外募集専用のホームページで実施校を紹介する

とともに、新聞やWebサイトに広告を掲載するなど、より効果的な広報活動

に努めた。 

  ＜令和３年度県立高等学校入学者選抜における県外募集実施校＞ 

   「特色ある教育」で募集 

学 校 募集分野 
加 納 音楽 
多治見工 業 セラミック 
恵 那 農 業 ふるさと教育（食、花と緑） 
坂 下 福祉 
益 田 清 風 ふるさと教育（地域文化伝承） 
高 山 工 業 建築インテリア 

   「全国で活躍する部活動」で募集 

学 校 募集分野 
羽 島 北 フェンシング 
岐阜総合学園 ホッケー（男子） 
岐 阜 城 北 硬式野球 
岐 阜 商 業 硬式野球 
岐 南 工 業 自転車競技 
岐阜各務 野 ホッケー（女子） 
大 垣 南 フェンシング 
大 垣 商 業 体操 
海 津 明 誠 ヨット 
関 有 知 ライフル射撃 
加 茂 ボート 
飛 騨 神 岡 ロボット 

  ＜県外募集による入学実績＞ 

入学年度 実績 
平成30年度 １名 加納（音楽１） 

平成31年度 
４名 加納（音楽１）、東濃（ロボコン１）、恵那農業（園芸１）、 
   坂下（福祉１） 

令和２年度 
５名 加納（音楽２）、海津明誠（ヨット１）、 
   恵那農業（ふるさと教育１）、高山工業（建築インテリア１） 

令和３年度 

12名 岐阜城北（硬式野球３）、岐阜商業（硬式野球４）、 
岐阜各務野（ホッケー１）、大垣南（フェンシング１）、 
益田清風（ふるさと教育・地域文化伝承１）、 
高山工業（建築インテリア２） 

 

（２）令和３年度県立高等学校入学者選抜の改善 

 ○ 新型コロナウイルス感染症への対応 

    第一次選抜の追検査の対象者について、従来までのインフルエンザ罹患者

等に加え、新型コロナウイルス感染症の罹患者又は濃厚接触者を追加した。 
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    新型コロナウイルス感染症罹患者の退院までの期間や、濃厚接触者の健康

観察期間を踏まえ、受検機会確保の観点から、追検査を第一次選抜の本検査

の２週間後に実施することにした。 

    第一次選抜の本検査を従来よりも約１週間繰り上げることなどを考慮し、

中学３年生の年度末３週間相当の学習内容を、第一次選抜の本検査及び追検

査の出題範囲から削減した。 

 ○ 出願時における第２志望、第３志望の取扱いの一部変更 

    出願時における第２志望、第３志望の取扱いについて、昨年度から音楽科

と美術科を除き、同一校であれば他学科を第２志望、第３志望とすることが

できるようにしたが、今年度からは音楽科と美術科も含め、同一校であれば

第２志望、第３志望とすることができるようにした。ただし、音楽科及び美

術科については、それぞれの学科の専門性に鑑み、第１志望、第２志望及び

第３志望として、同時に出願することができないこととした。 

（３）ＩＣＴ活用関連の報告 

令和２年度、新型コロナウイルス感染症対策による県立学校の一斉臨時休業期

間においては、Web会議システム環境を早急に整備し、４月下旬からオンライン

による学習支援を全県立学校で展開した。その後、インターネット回線とWeb会

議環境を増強し、充実したオンライン学習支援を可能とした。 

オンライン学習支援は個人のスマートフォンで受信している 

ことが多く、また、コロナ禍においては、飛沫飛散防止等の理

由によりグループ活動が制限されることから、タブレットを用

いて、より大きなタブレット画面で充実したオンライン学習支援の展開と、タブ

レット上での協働的な学びを可能とするため、高等学校にはWindowsタブレット

（Surface Go）、特別支援学校にはiPadを整備し、県立学校の児童生徒１人１台

のタブレット環境を実現するとともに、リアルタイム画面共有機能を有する学習

支援ソフト「MetaMoJi Class Room」（以下、MetaMoJiという。）を導入した。 

児童生徒１人１台のタブレット環境における学習支援ソフトの活用等にあた

り、県総合教育センター主催で学習支援ソフトに係る研修を実施し、その後、全

ての教員を対象とした校内研修を各校で実施した。 

県教育委員会事務局職員で構成されるＩＣＴワーキンググループを令和元年

度に引き続き組織し、オンライン学習支援のための技術的支援、児童生徒１人１

Windows タブレット 
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台タブレット端末整備、端末貸与規程の整備、ＩＣＴの活用に関するアンケート、

教員研修等について、情報共有を行いながら協議した。 

項 目 整 備 数 備 考 

Web会議環境 
４月～５月 100回線 
５月～７月 300回線 
８月～   900回線 

１校１回線程度 
１学年１回線程度 
１クラス１回線程度 

インターネット回線の増強 
（学校間総合ネット） 

５月～ 回線帯域２Gbps Web会議室300回線分の帯域 

LTEタブレット 
（Android Lenovo Tab5） 

５月～ 1,100台 オンライン学習支援の受信
環境のない児童生徒対象 

Wi-Fiルーター ８月～ 600台 Web会議室600回線分 

学習者用タブレット端末 
＜高等学校＞ 

Windowsﾀﾌﾞﾚｯﾄ(Surface Go) 
＜特別支援学校＞ 
iPad 

＜高等学校＞  40,091台 
令和元年度整備 1,840台 
令和２年度整備 38,251台 
＜特別支援学校＞2,321台 
既整備      628台 
令和２年度整備 1,693台 

全ての県立学校の児童生徒
に配備 

タブレット端末充電保管庫 
＜高等学校＞    1,172台 
＜特別支援学校＞   61台 

－ 

学習支援ソフトライセンス 
（MetaMoJi） 

＜高等学校＞ 
生徒  40,091ライセンス 
教員   3,054ライセンス 
＜特別支援学校＞ 
生徒      267ライセンス 
教員       57ライセンス 

－ 

    ※ 学校間総合ネットを通してのWeb会議は300回線分が帯域の限度であることから、
900回線分を維持するためには、600回線分のWi-Fiルーターが必要。 

  （ア）オンライン学習支援 

      新型コロナ感染症対策による一斉臨時休業期間

においては、Web会議環境（100回線）を早急に整

備し、４月下旬からオンラインによる学習支援を

全県立学校で展開した。５月中旬には、インター

ネット回線の増強により、Web会議環境を300回線

とし、１学年におよそ１回線でのオンライン学習支援を可能とした。更に、

新型コロナ感染症拡大に備え、８月にはWeb会議環境を900回線とし、１クラ

スにおよそ１回線のオンライン学習支援を可能とした。 

    ◇ オンライン学習支援における県教育委員会の支援 

      オンライン学習支援を実施するにあたり、県教育委員会では相談窓口を

設置し、４月下旬から５月上旬にかけて、接続に関するトラブル等に対応

した。 

    ◇ オンライン学習支援における受信環境がない生徒への支援 

      ４月下旬から５月上旬にかけては、各学校で撮影したオンライン学習支

援の様子をDVDに記録し、受信環境がない生徒へ配付した。５月中旬には
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LTE通信が可能なタブレット端末を貸与することで、県立学校の全ての児

童生徒に対してオンライン学習支援を可能とした。 

    ◇ 臨時休業中のオンライン学習支援の取組データ              

生徒参加率 
90％以上 80％以上 60％以上 

41校 19校 ３校 

１コマあたりの 
授 業 時 間 

50分以上 30～50分未満 20～30分未満 

５校 28校 30校 

１日あたりの 
コ マ 数 

11コマ以上 ６～10コマ ５コマ以下 

７校 45校 11校 
                       （県立高校63校、R2.5.22調査） 

     ※ その他の取組状況 

   その他の取組状況 実績 
外部機関（企業や大学等）や地域と連携した授業で利用 33校 
個人懇談や進路ガイダンス等で利用 41校 
進学補習や資格取得講座等で利用 25校 

    ◇ 非常変災時のオンライン学習支援 

      ７月の県立高校における新型コロナウイルス感染症のクラスター発生

及び飛騨地区の豪雨による交通途絶での臨時休業中には、オンライン学

習支援を実施した。飛騨地区の県立高校内に通学困難者が通学できるサ

テライト教室を開設し、LTEタブレット端末で授業のオンライン配信を受

講したり、在籍校の教員が直接指導したりした。約300人の通学困難者に

向けて、延べ3,725コマ分の授業をオンライン配信した。 

更に、大雨等による警報発表時の臨時休業においては、各学校が迅速

に生徒連絡を行い、対面授業を急遽オンライン学習支援に切り替えて実

施した。 

    ◇ オンライン学習支援の実践事例集の作成 

      ９月には、授業力向上推進プロジェクト研究委員が４月、５月に実施し

たオンライン学習支援の教科別実践例を作成し、全校に送付した。 

    ◇ オンライン学習支援に関する生徒アンケート 

満足度について 「満足だった」 79％（４月時点） 82％（５月時点） 
理解度について 「理解できた」 76％（４月時点） 78％（５月時点） 
質問の機会について 「質問した」  28％ 
生徒間の交流について 「交流できた」 36％ 

            （県立高校・特別支援学校生対象、９月実施、回答数31,961人） 

      生徒アンケートからは、４月よりも５月のオンライン学習支援の方が、

満足度も理解度も高く、おおむね５人中４人が満足したと答えた。 



 

8 

 

  （イ）オンラインの学校行事等での活用実績 

 学 校 行 事 等 実 績 
入院生徒、出席停止者等への授業配信等の個別対応での活用 337回 
授業、ＬＨＲ、生徒発表会、他校との交流等の授業での活用 254回 
始業式、終業式、集会、進路説明会、講演会等の行事等での活用 122回 
新型コロナ等による臨時休業中の授業配信（６月以降）での活用 171回 

  （ウ）「教育環境におけるＩＣＴ技術の積極的な導入」に関するＱ＆Ａ集 

  令和２年度ＩＣＴ環境整備（Web会議システム環境、LTEタブレット、Wi-Fi

ルーター、児童生徒用タブレット端末等）に係る県教育委員会の考え方を示

したＱ＆Ａを作成し全校に送付した。 

  （エ）学習者用タブレット端末の貸与規程等 

  児童生徒１人１台タブレット端末整備に合わせ、授業等の学習活動におい

てタブレット端末を円滑に活用できるよう、遵守事項等を示した貸与規程を

作成したほか、県立学校用の利用ガイドを例示するなど、全校に通知した。 

  （オ）ＩＣＴ活用に関する教員研修 

    ◇ ＩＣＴ推進担当者研修 

     県立学校のＩＣＴ環境整備（電子黒板機能付きプロジェクタ、タブレッ

ト端末、Web会議システム環境等）を踏まえ、各校のＩＣＴ推進担当者が、

授業におけるＩＣＴの効果的な活用事例や利用促進のため、具体的な取組

方法や管理方法の工夫などに関する研修を地区ごとに行った。 

    ◇ 学習支援ソフト「MetaMoJi」活用研修 

      １人１台タブレット端末を最大限に活用した新たな学びの実現及びコ

ロナ禍による臨時休業時の学びの保障のために整備した学習支援ソフト

「MetaMoJi」の活用方法について、各校のＩＣＴ推進担当者やＩＣＴ推進

学年担当者を対象として、全６回の実技研修を行った。 

    ◇ 各種経年研修・選択研修（県立学校関係） 

      初任教員に対し、情報教育の基礎（ＩＣＴ活用、著作権、情報モラル、

情報管理）に関わる研修を実施した。また、各教員のＩＣＴや情報教育に

関わる課題に応じた研修講座を実施した。 

    ◇ ＩＣＴを活用した公開授業 

      ＩＣＴを活用した指導法を県内に広めるため、授業力向上推進プロジェ
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クト研究委員による授業の公開に加え、公募による公開授業も企画し、県

立高校７校、県立特別支援学校２校において延べ13コマの授業を公開した。

ビデオ撮影した授業は県立学校教員を対象にオンデマンド配信した。 

実施月 実施校 実施教科 

令和２年10月 

大 垣 桜 数学 
飛騨高山（岡本） 英語 
長 良 国語 
東濃フロンティア 理科 

令和２年11月 岐 阜 北 地歴 
令和２年11月、令和３年２月 岐 阜 盲 数学・英語 

令和２年12月 

岐 阜 地歴 

揖 斐 特 別 支 援 
国語（小学部） 
数学（中学部） 
情報（高等部） 

令和３年２月 池 田 理科・保健体育 

  （カ）「授業におけるＩＣＴの活用に関するアンケート」の実施 

     教員や生徒のＩＣＴ活用の現状を把握し、今後の教育政策や教員研修の参

考とするため、令和元年度に引き続き、令和２年７月、10月、令和３年２月

の３回、教員対象のＩＣＴ活用に関するアンケートを実施した。また、教員

対象のアンケートと一部同様の項目で生徒対象（県立高校生のみ）のアン 

ケートを、令和２年９月及び令和３年２月の２回実施した。 

  （キ）「ＩＣＴ活用チェックリスト」の実施 （参考資料５） 

    １人１台タブレット端末や学習支援ソフト等のＩＣＴ環境整備に係り、各

種研修の実施とともに、ＩＣＴ環境を活用するための技能の有無やＩＣＴを

活用した指導力の有無など、教員のＩＣＴ活用指導力について調査を行った。 

実施月 
授  業 
デザイン 

教員自身のICT活用 
生 徒 へ の 
I C T 活 用 
指 導 

学習支援ソフト 
オンライン
授 業 MetaMoJi 

Microsoft 
365 

令和２年11月 70％ 18％ 23％ 41％ 58％ 

令和３年２月     
72％ 

（＋2％） 
34％ 

（＋16％） 
29％ 

（＋6％） 
49％ 

（＋8％） 
66％ 

（＋8％） 
  ※活用又は指導できると回答した教員の割合 
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（４）ふるさと教育関連事業の報告 

  本県では、平成31年３月に策定した岐阜県教育振興基本計画（第３次岐阜県教

育ビジョン）において、今後５年間の本県の教育政策の基本的な考え方として、

「ふるさとに誇りをもち、『清流の国ぎふ』を担う子どもたちの育成」を掲げた。 

  子どもたちが将来世界で活躍したり、地域の活性化に貢献したりして、「地域

社会人」として活躍するためには、児童生徒がふるさとをよく知り、また、自ら

がふるさとで活躍していく将来像を描けるようにする必要がある。 

 このため、「ふるさと岐阜」への誇りと愛着を育むふるさと教育の取組みを、

小・中・高一貫して展開しているところである。 

  特に高校では、新学習指導要領や中央教育審議会答申(令和３年１月26日)を踏

まえ、ＩＣＴを日常的なツールとして最大限活用していくとともに、地域と高校

を強く結び付ける活動を通して、地域の魅力を知り、課題を発見・解決する探究

的な学びを推進していく必要がある。そこで、ふるさと教育の枠組みの中で、ふ

るさとを教材とした探究的な学びを全ての県立高校で実施した。 

＜令和２年度ふるさと教育の概要＞ 
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■ 地域とともに活性化する魅力ある高校 

【関連事業】地域連携による活力ある高校づくり推進事業 

  岐阜県立高等学校活性化計画策定委員会が平成28年３月に発表した「審議まと

め」では、令和元年度に１学年３学級以下が見込まれた高校をグループ１（10校）、

令和２年度から令和10年度までに３学級以下が見込まれる高校をグループ２（９

校）としている。グループ１、グループ２の19校では、地域連携による活力ある

高校づくりを推進するため、地元市町や企業関係者などで構成された活性化協議

会（現在は学校運営協議会）から、各地域の特性等を高校活性化に活かす様々な

提案を受け、地域と一体となった活力ある高校づくりを進めている。 

  令和２年度は、新型コロナウイルス感染症対策に伴い、多数の学校が当初の計

画が十分に実行できなかった一方で、ＩＣＴを活用した取組みを推進するなど、

各学校が工夫して、それぞれの特色を活かした教育活動を展開した。 

  令和２年度の各校の主な取組みは以下のとおりである。    

＜グループ１＞ 
 

不破高校（普通科：単位制） 

地域と連携した魅力ある高校づくりへの具体的な活性化策 
○地元に咲くタンポポ調査による在来種と外来種の分布マップを作成 
  地域でタンポポを採集し、DNA鑑定のほか、花粉や外部形態観察による在来種・外来種の選別
を行った。その調査結果を分かりやすく分布マップにまとめ、地元に還元する。 

○「垂井まちラボ」との連携によりSNS用スタンプを製作 
  垂井町と連携し、垂井町や不破高校にちなんだSNS用スタンプの製作・販売を計画した。生徒
が中心となり、人気のあるスタンプを調査し、利用者層を想定したデザインを考案する。 

成果と課題 
・地域での活動を通して、地域の自然に関心をもち、生物多様性について考えることができた。今
後は、ICTを活用した小中学生との交流を行うとともに、地域の自然についても研究する。 

・SNS用スタンプの製作を通して、地域の特産品や観光など地域の魅力や良さを学ぶことができた。 

外部の方からの意見 
・生徒一人一人の進路希望を大切にし、関係機関と連携して、様々な指導や活動を展開しようとし
ている。特に、地元企業や大学との連携は、学校の特色であり、継続してほしい。 

・外部団体と交流するには多くの課題があると思うが、人と人との交わりの中で生まれるものに
こそ価値があるため、コロナ禍においても顔や表情が見えるオンライン等での交流に期待する。 

ICTを活用した取組みの成果 
・Web会議システムを利用した面接練習において、オンライン面接ならではの注意点を学ぶなど、
生徒たちに好評であった。 

・事前に外部指導者とオンライン会議を実施することで、限られた時間の中でも効率良く計画を
進めることができた。 

今後のICT活用計画 
・高大連携を更に推進し、大学生や大学教員との交流などで、タブレット端末の活用を広げたい。 
・探究活動において、垂井町との連携により、地域の特産品や観光について更に学び、生徒が垂井
町の魅力を情報発信する取組みを検討中。 
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郡上北高校（普通科：単位制：連携型中高一貫校） 

地域と連携した魅力ある高校づくりへの具体的な活性化策 
○「Good 郡上プロジェクト」への企画を提案 
  探究活動の一環として、郡上市主催のまちづくりプロジェクトに生徒が企画を提案したほか、
地域住民と郡上市の課題を考える「みらい会議」にも参加し、課題研究の質を高めた。 

○「クエストエデュケーションプログラム」を活用した探究活動を推進 
  参加企業から答えのない課題が与えられ、解決策を提案する「クエストエデュケーション」に
参加し、探究活動の成果を社会に向けて発信することができた。 

成果と課題 
・「Good 郡上プロジェクト」では、生徒の提案８作品が受賞するなど、探究活動の成果が出始めて
おり、郡上市と連携してそれらの提案の具現化に向けて動き出している。 

・様々な取組みを通して探究学習の楽しさを感じた生徒が、課外で実施されている地域探究活動
にも積極的に参加するようになった。 

外部の方からの意見 
・コロナ禍において、これまでの視点を変え、今できることに取り組んだ姿勢が素晴らしい。オン
ラインを活用し全国に情報発信するなど良い取組みとなっている。今後に更に期待がもてる。 

・高校生が地域の将来を真剣に考えていることが、大変ありがたい。質の高いふるさと教育、生き
方学習となっている。今年度は中学生も取り組んでおり、継続した活動になることを期待する。 

ICT を活用した取組みの成果 
・オンラインで集会、補習、講演会、各種研修等を行い、県外の高校生や専門家と連携しながら学
ぶことができ、生徒の学習意欲の向上につながった。 

今後の ICT 活用計画 

・外部講師による授業や講演会、課外活動等をオンラインで実施することを検討している。 
・１人１台タブレット端末を授業で効果的に活用するため、校内授業研究会を実施する。 

 

八百津高校（普通科：単位制：連携型中高一貫校） 
地域と連携した魅力ある高校づくりへの具体的な活性化策 
○デュアルシステム（企業実習）を実施 
  年間22回の「企業実習」、週２日の「企業実習基礎」の学習により、実習の事前・事後学習を
継続的に実施するとともに、成果発表会（2/18）を開催した。 

○「人道教育」を推進 
  地元ゆかりの杉原千畝氏を題材として、イスラエル出身で八百津町在住の外部講師を招き、
ユダヤ人が経験した大量虐殺について学び、命の尊さを考える特別授業を実施した。 

成果と課題 
・年間を通した継続的な企業実習に取り組み、経験を重ねたことで、自分に自信がもてるようにな
り、将来について真剣に考え始める生徒が増加した。 

・コロナ禍の拡大等、何らかの事情で企業の実習受入が不可になった際の対応が課題である。 
外部の方からの意見 
・コロナ禍にあっても、デュアルシステムが実施できているのは、受入企業の理解があってのこと
であり、学校への協力はありがたい。地域での信頼を大事にしてほしい。 

・学校が発行している広報「いま八百津高校では」の記載内容をよりわかり易くしてほしい。生徒
が活躍している姿を前面にアピールするとよい。 

ICTを活用した取組みの成果 
・入院している生徒に対して授業をオンライン配信したことにより、学習の遅れに対する不安を
解消することができた。 

・コロナ禍で開催が危ぶまれた多くの学校行事（生徒会選挙、講演会、デュアルシステム成果発表
会等）をオンライン配信により実施できた。 

今後のICT活用計画 
・デュアルシステム開講式(４月)を保護者がオンライン視聴できるように環境を整える。（保護者
の情報端末へのアプリインストール等） 

・体育館等で実施する行事に関してもオンライン配信できるようにICT環境を整える。（高性能ビ
デオカメラ整備等） 
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東濃高校（普通科：単位制） 

地域と連携した魅力ある高校づくりへの具体的な活性化策 
○「みたけ華ずし」手作り体験による地域の食文化を学習 
  地域の方を講師に招き、御嵩町の新しい郷土料理「みたけ華ずし」の作り方を学び、体験する
ことで、御嵩町の食文化に触れることができた。 

○地域課題探究に関する学校設定科目を充実・活性化 
  「地域づくり類型」の学校設定科目として、２年生が「地域の産業と観光」「地域の地理と歴
史」を、３年生が「地域政策」「地域コミュニティ」「課題研究」を履修し、外部講師の招聘やフ
ィールドワークなど、充実した地域課題探究を通して学校の活性化を図った。 

成果と課題 
・高齢化が進む中、社会で幅広く活動する高齢者と交流することにより、自分自身の人生観などを
考え直す良い機会となった。 

・フィールドワークにおいて白地図を活用することで、御嵩町の地理について俯瞰的な見方から
考えを深めることができた。 

外部の方からの意見 
・地域に根ざした良い取組みであり、生徒の興味を引くものである。御嵩町と連携して、引き続き
幅広く実施されるべき内容である。 

・生徒は御嵩町の産業をよく理解した上でいろいろなアイデアを提案しており、御嵩町の産業の
活性化や新しい雇用につながる。 

ICTを活用した取組みの成果 

・オンラインで外部と連携し、外国人生徒の指導に関する職員研修を実施した。 
・遠隔地の小学校と児童生徒間交流を行った。 

今後のICT活用計画 

・Web会議システムを用いて進学・就職指導、進学者向け進路説明会を実施する。 
・進路希望調査等の調査や各種アンケートのオンライン化や職員会議のペーパーレス化を図る。 

 

瑞浪高校（普通科、生活福祉科：単位制） 

地域と連携した魅力ある高校づくりへの具体的な活性化策 
○高校生と地域の大人が連携した地域活性化活動を実施 
  地域が抱える課題を、地域の方に提起してもらい、協働しながら活動した。今年度は８つの地
域課題から生徒自身が問いを立て、その解決策を探究した。 

○大湫宿から始める高校生の地域連携活動 
  旧大湫宿のある大湫町をフィールドに、この地域が抱える課題の解決に向けた取組みを考え、
活動した。また、活動を記録するための「ユーチュー部」を発足し、映像にまとめた。 

成果と課題 
・地域連携の取組みに対して「岐阜県ふるさと教育表彰」を受賞したことで、生徒たちの自信にな
り、来年度への活動意欲を高めることができた。 

・生徒の指導にあたり、教員と地域の方との役割分担が不十分であった。共通理解を重ね、役割を
明確にすることが必要である。 

外部の方からの意見 
・地域連携事業は本校の特色ある取組みの１つになりつつある。引き続き充実させてほしい。 
・生徒は必ずしもその地域や瑞浪市在住とは限らない。どのように課題意識を持たせるかを考え
る必要がある。この学びを生徒自身の地域に還元することが大切である。 

ICTを活用した取組みの成果 
・外部指導者等との打合わせをオンラインで実施した。夜間あるいは休日など、外部指導者の都合
に合わせて自宅で行うことができた。 

今後のICT活用計画 

・ICTの活用を更に推進し、特に地域連携や探究学習において、生徒の自発的な活動を促進する。 
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土岐紅陵高校（総合学科：単位制） 
地域と連携した魅力ある高校づくりへの具体的な活性化策 
○「土岐市第六次総合計画」に基づく地域課題についての探究学習を実施 
  土岐市が提示した４つのテーマ「駅前商店街の活性化」「市のＰＲ」「読書率の向上」「健康寿
命の増進」でグループに分かれ、調査や研究をし、その解決策の考案・提言をした。 

○地域包括支援センターのチラシを制作 
  土岐市からの依頼・協力を受け、福祉施設のチラシ制作に取り組んだ。現チラシの見直しから
行い、デザイン構成等を土岐市の職員と協働して考案・作成した。 

成果と課題 
・土岐市との協働学習を通して様々な人と関わる中で、地域の良さや課題を発見し、課題解決のた
めの改善策や取組みを主体的に考えることができた。 

・生徒自身が地域連携の成果を誇りに感じ、自己肯定感の醸成につながることを意識した指導を 
目指す必要がある。 

外部の方からの意見 
・非常に意義ある取組みであり、今後も積極的に自治体とコンタクトをとりながら、連携を密にし
て進めてほしい。 

・各自治体の戦略企画書を参考にするのは有効である。学びのフィールドは地域にある。 

ICTを活用した取組みの成果 
・探究学習の研究成果を、各グループでパワーポイントを使ってまとめ、タブレット端末やプロジ
ェクタを活用し発表した。 

今後のICT活用計画 

・調べ学習や研究成果のまとめ・発表、自治体との交流等に、オンラインを活用する。 

 

恵那南高校（総合学科：単位制） 

地域と連携した魅力ある高校づくりへの具体的な活性化策 
○地元企業及び恵那市との三者連携により恵那栗を素材とした６次産業学習を実施 
  地域の特産物「恵那栗」についての講義や栗の育て方、草刈り等の１次産業（生産）、２次産
業（加工）を学び、商品ラベルのデザイン、販売などの３次産業（販売・サービス）を学習する
「６次産業学習」を実施した。 

○地元企業のサービスやテクノロジーを活用するドローン学習を実施 
  地域や企業と連携し、次世代ビジネスとして注目されているドローンの操作法や必要性等を
学習した。ドローンの操作を学び、学校紹介プロモーションビデオの企画・立案、製作をした。 

成果と課題 
・「しみチョコ勝ち栗」のパッケージをリニューアルし、販売までつなげることができた。 
・ドローンの活用方法を学び、これからのビジネスにどう活かしていくかなどを考える良い学習

機会となった。 

外部の方からの意見 
・６次産業学習は、生徒たちが地域と一緒に活動していく貴重な学習になっている。この学習を通
して、生徒が自ら課題を見つけ解決していく力を身に付けてほしい。 

・ドローン学習を通して、今までになかった新しいことに生徒たちが興味を持ち、それが様々な学
習活動への動機付けになることを期待している。 

ICTを活用した取組みの成果 
・地元中学校との懇談会で、オンライン配信により、生徒が総合学科の内容や進路について伝える
ことができた。 

・土岐紅陵高校と遠隔授業を行い、本校のビジネス系列・福祉保育系列がそれぞれPOP制作や漫画
制作など、本来学ぶことのできない科目を学習することができた。 

今後のICT活用計画 

・ドローンを活用した学習を、地域課題探究活動にも活用する。 
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坂下高校（普通科、生活文化科、福祉科） 

地域と連携した魅力ある高校づくりへの具体的な活性化策 
○地域における異世代間交流を実施 
  「咲明日（さかした）ステーション」の名称で地域の公民館と連携し、オンラインで未就園児

親子との交流活動を行った。実習を通して、孤立しがちな家庭や異なる世代との交流を図った。 
○阿寺断層案内板を設置 
  地域探究学習として、坂下地区を縦断する阿寺断層についての理解と地域住民への啓発活動
を行った。地域住民に学習成果を発表したほか、断層に関わる防災意識の向上を呼びかけた。 

成果と課題 
・地域との交流活動を通して、学校での生徒の学びを地域の方に理解してもらう機会にできた。 
・地域を知ることで生徒の地域探究に関する意識が高まり、地域と関わることで地域の高校生と
しての役割を考える良い機会となった。 

外部の方からの意見 

・オンラインでの交流はコロナ禍でも楽しめる企画だった。交流会で生徒からたくさんの元気を
もらい、充実した取組みになった。 

・阿寺断層は地域の大切な資源であり、地域の高校生が協力してくれたことはとてもありがたい。
今後も取組みを継続してほしい。 

ICTを活用した取組みの成果 

・オンラインで企業や大学と連携して学習することができ、生徒の進路意識の向上につながった。 
・他校との遠隔授業や探究的な学びにより主体的な学びの姿勢を育むことができた。 

今後のICT活用計画 

・地域交流事業や他校との連携、大学の講義をオンラインで実施する。 

 

高山工業高校（機械科、電気科、建築ｲﾝﾃﾘｱ科、電子機械科） 

地域と連携した魅力ある高校づくりへの具体的な活性化策 
○地場産業に関連付けた商品開発研究を実施 
  生徒が商品開発の企画や生産、販売を手掛けた。地場産業である木工業に関連付けた商品開
発を行い、木製マグネット製作やIoT家具の研究等を進めた。 

○プログラミング教育支援として地元小中学校への出前授業を実施 
  地域の小中学生にプログラミングの面白さや、操作を体験してもらうための出前授業を実施
した。学校で製作したミニロボットを活用し実施した。 

成果と課題 
・地場産業に関連付けた商品開発研究を進めることで、生徒の地場産業に関する理解が深まると
ともに、貢献しようという意識も向上した。 

・プログラミング教育の支援を通して、自分たちが学んでいる「ものづくり」への肯定感が高まる
とともに、地域に貢献することでの自己有用感の向上が見られた。 

外部の方からの意見 

・小中学校への出前授業は非常に良い取組みであるため、より多くの小中学校へ活動の場を広げ
ることができるとよい。 

・地元の小中学生がプログラミングの楽しさを学ぶことができ、新学習指導要領に沿った教育内
容により地域活性化に対して貢献できている。 

ICT を活用した取組みの成果 
・オンラインによる発表会など、ICT環境を有効に活用できた。 
・１人１台のタブレット端末整備により、生徒の課題研究レポート作成などが効率良くできた。 
今後の ICT 活用計画 

・レポート作成や提出をデジタル化するなど、ペーパーレスに向けて活用研究を進める。将来的に
は、環境意識の向上やSDGsの啓発にも役立てる。 
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飛騨神岡高校（総合学科：単位制：連携型中高一貫校） 

地域と連携した魅力ある高校づくりへの具体的な活性化策 
○職業別探究学習「事業者との懇談会」を開催 
  コロナ禍におけるインターンシップの代替として、11種類の職種に分かれ、各職業の抱える
諸問題・やりがい等を調査した。生徒が主体的に質問を準備し、発表会の企画・運営をした。 

○地域のポスターを製作 
  地域連携の思いを込めポスター制作を行った。生徒達は地域の馴染みのある店舗を訪問して
アピールポイントなどを聞き、デザインやキャッチフレーズに工夫を凝らした。 

成果と課題 
・特産や観光など、地域の良さや課題について探究し、地域を身近に感じることができた。 
・今後は地域の事業者と連携し、「職業の役割」「働くことの意義」について考え、自己の職業観を
深める探究活動を実施する。 

外部の方からの意見 
・連携した事業者が、次年度以降もぜひ連携したいと提案があった。生徒が職業について理解を深
め、その後のインターンシップにつながれば一層効果的な学習になる。 

・完成したポスターを生徒が店舗に手渡した際に、「地元の若者の視点で魅力を伝えるキャッチフ
レーズを考えてくれてとても嬉しい」と大変喜ばれた。 

ICT を活用した取組みの成果 

・遠隔教育実証研究事業の指定を受け、飛騨高山高校と連携した取組み等を通して、時間的・地理
的制約を打破する ICT活用の可能性を感じることができた。 

今後の ICT 活用計画 

・探究活動やキャリア教育（地元事業者との企業説明会や懇談、OB講話等）、地域連携活動（外部
講師の講話、地元事業者との連携、他校種との連携活動等）に活用する。 
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＜グループ２＞ 

山県高校（普通科：単位制） 

地域と連携した魅力ある高校づくりへの具体的な活性化策 

○デュアルシステム（企業実習）を実施 
  キャリア教育の一環として工業類型選択者に対して、地元企業の協力により、製造業に特化し
た実習を実施した。生徒は社会人としての生活習慣やマナーを学ぶとともに、将来地元企業で働
き、地域に貢献するという意識を養うことができた。 

○高校生食育講座を実施 
  福祉類型選択者に対して、外部講師による食育講座を実施した。地元の伝統野菜の特徴や野菜
摂取のための調理法、災害時に活用できるパッククッキング等を学んだ。 

成果と課題 
・企業実習を通して、「ものづくり」の知識や技能、社会人として必要な礼節や責任ある行動等を
学ぶことができ、この貴重な経験を進路実現につなげたい。 

・地元の方から「ふるさとの食」についての知識や調理法を学んだが、今後は各家庭においても実
践する取組みをしたい。 

外部の方からの意見 

・工業類型の企業実習はとても良い取組みなので続けてほしい。他の類型もそれぞれの特徴を活か
した体験ができるとよい。 

・地域になくてはならない学校として、地域連携の取組みを是非充実させてほしい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・臨時休業中のオンライン授業により、生徒の学習習慣や生活リズムを保つことができた。教員側
も情報機器の活用能力が向上し、学校再開後の授業に活かすことができた。 

今後の ICT 活用計画 
・外部講師による授業や講演会、課外活動等をオンラインで実施することを検討している。 
・１人１台タブレット端末を授業で効果的に活用するため、校内授業研究会を実施する。 
 

揖斐高校（普通科、生活環境科：連携型中高一貫校） 

地域と連携した魅力ある高校づくりへの具体的な活性化策 

○地元企業及びJAと連携し、農産物を活かした商品開発を研究 
  地元農家が栽培したサツマイモのメニューを考案し、地域のJA直営店で提供した。揖斐川町と
連携して「さざれ石」にちなんだ菓子を研究し、地元企業での商品化が決定した。 

○揖斐川町の魅力を発見する探究活動を実施 
  地元で活躍している方による講座「揖斐ジモト大学」をオンラインで受講し、地域の良さを再
確認した。また、根尾地域で採れる植物を使った染色を体験し、衣装制作に取り入れた。 

成果と課題 
・探究活動を通して、地域の特産や魅力を再確認しているが、継続的に実践している活動だけでな
く、揖斐川町の新しい魅力を開拓したい。 

外部の方からの意見 

・地域との連携による商品開発は「地域に根ざした揖斐高校」のスタイル確立に役立っており、今
後ますます充実を図ってほしい。 

・地域交流や連携は、学校の教育活動の重要な柱であるので、一層進めてほしい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・「揖斐ジモト大学」はオンラインでの開催となったが、熱心に意見交流できた。 
・卒業製作発表会はICTを活用し、１・２年生にオンライン配信した。新しい取組みであり、１・
２年生の学習意欲の向上につながった。 

今後の ICT 活用計画 

・MetaMoJiをはじめとする学習支援ソフトやICTの効果的な活用法について全職員で研究を進め
る。 

・地域との交流活動をオンラインで実施するなど、ICTを活用した取組みを更に推進する。 
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池田高校（普通科） 

地域と連携した魅力ある高校づくりへの具体的な活性化策 

○地域と連携したキャリア教育プログラムを実施 
  池田町の協力により、代表生徒が地元の会社経営者にインタビューした内容を発表し、他の生
徒に還元することで、全体のキャリア教育に役立てた。 

○地域活性化に向けた地域の各学校と連携 
  同じ地域にある学校と連携し、各学校が支え合いながら地域の活性化を図るため、揖斐特別支
援学校での出前授業やサンビレッジ国際医療福祉専門学校との授業連携等を実施した。 

成果と課題 

・各取組みの発表や海外の高校生との交流活動等をICTを活用して実施できたことで、コロナ禍に
おいても外部との連携を継続する体制が構築できた。 

・地域と連携して実施しているボランティア活動や各種発表、広報活動等は、生徒が自分たちの活
動を発信できる貴重な場であるとともに、地域に役立っており、有意義な取組みである。 

外部の方からの意見 

・近隣地区の子どもが誇りや憧れをもって通う学校として大きな評価を得ている。ユネスコスクー
ルとして登録されるなど、活発な活動は他の学校にも影響を与えている。 

・学校経営の中核にSDGsを位置付けるなど、今日的な課題を踏まえ、明確な方針のもと学校経営を
進めてほしい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・Web会議システムを利用し、卒業生等から３年生に受験のアドバイスをした。生徒にとって励み
となり国公立大学や難関私立大合格の一助になった。 

今後の ICT 活用計画 

・地域課題解決型キャリア教育の際に、地元企業の方にオンラインで参加していただく。地域の生
の声を聴くことにより、問題解決の意欲が一層増すような取組みを計画している。 

・「総合的な探究の時間」の成果発表会をオンラインで実施し、地元企業の方にも視聴してもらい、
改善点を指摘していただくなどPDCAを充実させる。 

 

海津明誠高校（普通科、情報処理科、生活福祉科） 

地域と連携した魅力ある高校づくりへの具体的な活性化策 

○地域との協働による新規グッズの制作 

  地域からの依頼を受け、新しい時代に相応しいグッズ制作に取り組んだ。地元企業のデザイン

担当者とICTを活用した遠隔でのデザイン構成等に関する授業を実施した。 

○海津まちゼミを実施 
  地元店舗の店主やスタッフを講師に招き、その店舗の情報や技術などを講座形式で学習した。
ICTを活用した交流会等も開催し、新しい手法に挑戦した。 

成果と課題 
・コロナ禍においても、課題解決型学習を通して自分たちの学びを継続できた。 
・海津市報を通した学校PRと市民への行事活動告知等により、地域に根ざした学校になっている。 

外部の方からの意見 
・地域連携事業における創意工夫した取組みにより、地域を元気付けてもらえている。 
・長年、様々な企画を立案し、商工会と連携して地域の活性化になくてはならない存在となってい
る。コロナの終息は見えないが来年度も学校の力を借りたい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・プロデザイナーの視点や思考を学ぶため、デザインの発表や修正などのやり取りをオンラインで

行うなど、新しい取組みを推進できた。 

今後の ICT 活用計画 

・遠隔ではICTが優位な面もあるが、コロナ禍においても対面でのワークショップや実践実習を模

索したい。その場合、ICTをどの場面で活用するかを検討し、新しい学びの実践につなげたい。 
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関有知高校（普通科、生活福祉科） 

地域と連携した魅力ある高校づくりへの具体的な活性化策 

○地域と協働した「シトラスリボンプロジェクト」を実施 
  地域の福祉協議会と協働で、医療従事者等への感謝を込め、コロナ禍において感染者への差別
や偏見をなくし、暮らしやすい社会を目指す「シトラスリボンプロジェクト」に取り組んだ。生
徒が「地域・家庭・職場（学校）」を３つの輪で表すリボンを作成し、地域に配布した。 

○デュアルシステム（企業実習）の取組みを通した地域連携 
  地元企業の協力のもと、デュアルシステムを選択した生徒が週１日の企業実習に参加し、地域
ぐるみでのキャリア教育を推進した。 

成果と課題 

・「シトラスリボンプロジェクト」では、地域の公民館、郵便局、各種店舗、公共施設等へ設置を
し、生徒は地域ぐるみの反響に驚きつつも、やりがいを感じていた。 

・コロナ禍においても多くの企業で実習を受け入れてもらい、年間を通した継続的な企業実習を行
い、経験を重ねたことで自分に自信をもち、将来について真剣に考え始める生徒が増えた。 

外部の方からの意見 
・デュアルシステムが実施できるのは、受入企業の理解があってのことであり、学校への協力はあ
りがたい。地域での信頼を大事にしてほしい。 

・デュアルシステム発表会では、実習先企業担当者が生徒に声を掛け、談笑している光景を多く目
にした。実習を通して社会に通用する人材として成長した証であると感じた。 

ICT を活用した取組みの成果 

・地元企業の担当者から、仕事内容や経歴、働き方をオンラインで説明してもらうなど、地域連携
事業に活用した。 

今後の ICT 活用計画 

・課題研究において、調べ学習やプレゼンテーション発表等にタブレット端末を活用する。 

 

恵那農業高校（園芸科学科、食品科学科、園芸ﾃﾞｻﾞｲﾝ科、環境科学科） 

地域と連携した魅力ある高校づくりへの具体的な活性化策 

○「花咲かみつばちプロジェクト」を実施 
  恵那市や地元企業と連携し、エゴマ、レンゲ、ブルーベリーなど恵那地域の気候に適し、栽培
管理の手間が少ない蜜源植物に関する調査研究を耕作放棄地を利用して取り組んだ。 

○「えーな地元産！地産地消推進プロジェクト」を実施 
  地域給食センターの指導のもと、地域の食材を活用した給食メニューを考案し、地元の小学校
に提供したほか、小学生に地域の食について講義をすることで食の大切さを伝えた。 

成果と課題 
・「花咲かみつばちプロジェクト」の取組みが評価され、「全国高校生農業アクション大賞」におい

て大賞を受賞した。 
・「えーな地元産！地産地消推進プロジェクト」では、ＪＡ農業教育支援事業プロジェクト発表大

会においてこれまでの成果を発表した。 

外部の方からの意見 

・生徒一人一人が自身の専門性を活かし、地域社会人として活躍することを期待している。 
・将来の農業スペシャリストを目指す高校生と地域の児童が関わる活動を今後も継続してほしい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・各種発表会（遠方での開催等）に、オンラインで参加し入賞することができた。 

今後の ICT 活用計画 

・岐阜県学校農業クラブ連盟による各種取組みや活動に、オンラインで他校と連携して参加するな
ど新たな展開につなげる。 
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中津商業高校（ﾋﾞｼﾞﾈｽ科、ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報科） 

地域と連携した魅力ある高校づくりへの具体的な活性化策 

○地元企業と地元の特産品を使った商品開発・販売実習を実施 
  地元企業や農園と連携し、新商品の企画や生産、販売を行った。企画からプロモーション活動、
校内での販売を新たに行うなど、工夫をしながら活動することができた。 

○地元企業と連携して商品の販売やパッケージデザインを提案 
  地元企業と連携し、地域の伝統菓子の販売促進活動を行った。お土産として好まれそうなパッ
ケージデザインの提案や販売活動に加え、和菓子屋を招いた調理実習を行った。 

成果と課題 

・コロナ禍による様々な制限により、販売活動などを計画通り実施することができなかった。対面
でなくても販売活動や校外活動を行う工夫が必要だと感じた。 

外部の方からの意見 

・地域と連携した取組みを通して、ふるさとに愛着をもった子どもを育ててほしい。 
・地域と連携した商品開発・販売、プレゼン能力の向上など実社会で役立つ教育は更に推進してほ

しい。ネーミングやキャッチフレーズ等、生徒の発想を大切にしてほしい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・主にプレゼンテーション資料の作成や発表時に ICTを活用した。開発商品の制作発表では、動画
やアプリを利用したプレゼンテーションを行った。 

今後の ICT 活用計画 
・探究活動やグループワーク等における事前学習や事後のまとめ等にタブレット端末を活用し、効
果的かつ効率的に学習を行いたい。 

 

中津川工業高校（機械科、電気科、建設工学科、電子機械科） 

地域と連携した魅力ある高校づくりへの具体的な活性化策 

○地域と連携したテクノボランティアを実施 
  地域のこども園から要望のあった園内施設を、地域振興財団の材料（木材）支援を受け、設計・
製作したほか、小学生対象の「ものづくり教室」を開催した。 

○地元企業の技術や資源を活用したものづくり教育を実施 
  地元企業等と連携して、より高度で実践的な技術・技能を身に付けるため、金型製作、電気工
事組合との交流会、高校生建設現場見学、ロボット制御技術講座等を開催した。 

成果と課題 

・地元企業の専門的知識や最先端の機器を使用した学習により、地域産業の素晴らしさを理解し、
将来のリニア・車両基地を支える人材育成につながる取組みとなった。 

・現場で働く方との意見交流は、生徒が地域産業を理解するとともに、進路決定に向けて働くこと
の目的や意義を考えることができ、進路に対する良い意識付けとなった。 

外部の方からの意見 

・地域に根ざした教育活動を大切にしていることが、生徒のやる気や意欲を引き出している。 
・将来、地域を支え、地域産業を担う専門的職業人育成には、とても良い活動である。今後も継続

して取り組んでほしい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・ICTを活用した教材研究が進み、全ての教科で授業にICTを導入した。生徒にも従来に比べわかり
やすいと好評である。 

今後の ICT 活用計画 

・これまでに作成した教材の更なる活用と共有資産としての管理運用方法の研究を進める。 
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吉城高校（普通科、理数科：単位制） 

地域と連携した魅力ある高校づくりへの具体的な活性化策 

○地域課題解決型キャリア教育を推進 
  地元市長によるオンライン講座など、飛騨市や企業の協力による地域ぐるみでのキャリア教
育を推進した。 

○学校設定科目ESD「地域課題探究」を通した地域との連携による学びを強化 
  地域に開かれた学校として、地域の保育園児とのオンライン交流や地域の大人と語る会を開
催するなど、地域に根ざした活動の一層の推進を図った。 

成果と課題 
・中止になった行事もあったが、地域の方の協力もあり、積極的に学校行事に参加してもらった。

更に、新聞などのメディアにも取組みが掲載され、生徒の励みになった。 
・学校設定科目ESD「地域課題探究」については、探究が十分に深められていない面もあるが、生

徒自らが課題を見つけ、調査し、発表するという学びの実践ができた。 

外部の方からの意見 

・コロナ禍でも工夫をしながら、研究を進めることができていた。実際に見たり聞いたりした情報
は確かなもので、地域との交流は学校の個性となっている。 

・探究活動等を通して、コミュニケーション力やICTの活用能力等の育成が図られ、生徒にとって
大変貴重な経験になっている。 

ICT を活用した取組みの成果 

・外部連携機関との取組みをオンラインで行い、３密を避けた状態で実施できた。 
・オンラインでのグループ対話を試み、仲間との意見の共有ができた。オンライン配信の技術も
徐々に身に付き、動画・写真等を効果的に使用することで、臨場感をもって活動できた。 

今後の ICT 活用計画 

・学校設定科目ESD「国際理解探究」において台湾渡航がコロナ禍で実施できない場合に備え、台
湾の高校生とオンライン交流会が実施できるよう準備する。 
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■ グローバルな視点で課題を探究する高校 

【関連事業】スーパーサイエンスハイスクール事業（ＳＳＨ） 

      地域共創フラッグシップハイスクール事業（ＦＲＨ） 

理数教育フラッグシップハイスクール事業（ＦＳＨ） 

  地域の課題をグローバルな視点で捉え、課題を発見・解決する力を身に付け、

国際舞台や地域で活躍できる人材を育成するため、選抜性の高い大学への進学希

望者が多い高校等を指定し、大学や企業、海外の関係機関等と連携した質の高い

教育カリキュラム等の研究・開発などを行った。 

  令和２年度の各校の主な取組みは以下のとおりである。 

岐阜高校（普通科：単位制）理数教育ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟﾊｲｽｸｰﾙ事業（ＦＳＨ） 

主な取組み 

○理数系分野に関心を示す生徒に対し、専門的で高度な実験実習・研究を実施 
  最先端科学体験プログラムとして「岐阜かかみがはら航空宇宙博物館」から講師を招き、岐
阜県の航空宇宙産業に関する講演を聴くとともにプログラミング実習を体験した。 

○各種学習会や研究大会・コンクール等に参加し、国内外の高校生や研究者との交流を実施 
  科学の甲子園全国大会総合優勝を目指し、県内外の高校をオンラインで接続し、学習会を実
施した。研究成果を各種研究発表会（日本学生科学賞、愛工大サイエンス大賞など）で発表し、
高い外部評価を受けた。 

成果と課題 
・理数系分野に関する学習会や各種体験講座の実施、各種大会・コンクールへの参加によって、
数多くの生徒が資質を磨き、自己研鑽することができた。特に、「物理チャレンジ」「化学グラ
ンプリ」では、それぞれ日本一を獲得するなど、大きな成果を得た。 

・今後も、生徒個別のより高度な学習ニーズに対応できるよう「グローバルリーダー養成事業」等
の教育活動を一層充実させつつ、ICTの効果的活用等、新たな活動の方法を模索する。 

外部の方からの意見 

・デジタルツールの効率的な活用により、生徒一人一人の能力に応じた質の高い教材や授業を提  
 供できるようになった。 
・文化芸術に触れ、豊かな人間性や道徳観の醸成等は、デジタル化のみでは得られず、学校現場に 
 おける現実感、いわゆるリアル感の価値が高まると思われる。 

ICT を活用した取組みの成果 

・科学オリンピック等の各種大会や SSS、更には希望者を対象とした東大金曜特別講座や模擬国連
東海大会、即興型英語ディベート学習会などにオンラインで参加した。 

・岐阜大学等で開催している本校主催の「科学の甲子園」合同学習会を、今年度は県内外の高校合
計 11校をオンラインで接続して実施した。 

今後の ICT 活用計画 

・各種大会・コンクール・講座にオンラインで積極的に参加する。 
・学校案内や各種情報発信についてICTを活用し、ペーパーレス化を図る。 
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岐阜北高校（普通科：単位制）地域共創ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟﾊｲｽｸｰﾙ事業（ＦＲＨ） 
主な取組み 

○岐阜大学院生によるティーチングアシスタントを導入 
  地域の課題解決についての探究学習において、岐阜大大学院生から研究の進め方やまとめ方
に関する指導・助言を受ける機会を設け、一層深い学習につなげた。 

○JICAによる講演会を開催 
  グローバルな視点での地域探究活動を実施するため、現地活動の経験者を JICAから招いて、
アフリカやアジア諸国での活動内容や課題に関する講演会を開催した。 

成果と課題 

・探究学習を通して、地域の現状や課題に関する学習・理解をより深めることができた。 
・国際的な課題解決を模索することで、グローバルな視点で地域課題を研究することができた。 

外部の方からの意見 

・生徒は予想をはるかに上回るレベルの研究を行っていた。探究活動は大学院生の立場から見て
も非常に意義深い。 

・JICAによる講演が、生徒の課題意識に対する刺激となればよい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・全校集会や高校説明会等においてオンラインを活用することで、今後の集会や学校行事等のも
ち方に幅が広がった。 

・Microsoft Forms等の利用により、アンケート集計や連絡など一部業務について、円滑に行うこ
とができ、働き方改革の一助となった。 

今後の ICT 活用計画 

・探究活動での海外との交流において、オンラインを活用した取組みを計画する。 
・グループワークにおいて、MetaMoJiを使うことで効率化を図る。 

 
長良高校（普通科）地域共創ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟﾊｲｽｸｰﾙ事業（ＦＲＨ） 

主な取組み 

○学校周辺及び岐阜市近郊のフィールドワークを実施 
  事前オリエンテーション等を実施したのち、「岐阜県の抱える課題発見」として地域に出向き
グループ調査を実施した。「観光」「産業・企業」「人の流れ」の３テーマに沿った調査を行った。 

○課題研究に関する発表会を段階的に実施 
  年間を通して取り組んできた研究成果をクラス発表から学年発表へと段階的に開催した。生
徒同士のルーブリック評価によりクラス代表を決定し、学年発表へとつなげた。 

成果と課題 

・これまでは目を向ける機会が少なかった学校周辺地域について自ら知ろうとすることにより、
改めて地域の魅力を感じ取ることができた。 

・「高校生として何ができるか」ということを念頭に、高校生の若い新たな発想や提案により、岐 
 阜県の魅力向上に貢献できている。 

外部の方からの意見 

・コロナ禍においても、地域と学校が連携して活動し、成果を出していることは素晴らしい。 
・１人１台タブレット端末などICT環境の整備を契機に、生徒が自分自身や学習姿勢を一層高める
ために使ってほしい。 

ICT を活用した取組みの成果 
・大学等の外部講師による講義をオンラインで実施し、講師は生徒の反応を直接見ながら講義が
でき、内容が生徒に伝わりやすいものとなった。 

・MetaMoJiを利用することで、ポスターセッションのポスターやプレゼンテーションの発表原稿
作成など、グループでの共同作業が可能になっている。 

今後の ICT 活用計画 

・MetaMoJiを利用することで、一層充実したグループ学習を実施する。グループ活動でのフィール
ドワークやその後の意見交流、まとめ等に活用する予定である。 
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岐山高校（普通科、理数科）理数教育ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟﾊｲｽｸｰﾙ事業（ＦＳＨ） 
主な取組み 

○岐阜県の現状を統計学の視点から学ぶ探究学習を実施 
  岐阜県職員を招き、統計に基づくアンケート調査の手法について学習した。また、岐阜県の
現状等を知り、岐阜県をより良くするための方法などを探究し、課題解決能力を身に付けた。 

○「海津市の防災と生活の歴史」をテーマに野外実習を実施 
  海津市の巨石堰堤、マンボ、羽沢貝塚における観察・実習を通して直接自然に触れ、正しい
自然観を身に付けるとともに、科学的に思考する方法を学習した。 

成果と課題 
・探究学習を通して、岐阜県の魅力や現状の課題を知るとともに、調査の仕方やデータのまとめ  
 方を学ぶことができた。 
・今後は、岐阜県の魅力や課題などを地域に広報したり、科学的な見方で歴史的な問題の対策を 

提案したい。 

外部の方からの意見 

・データから見る岐阜県の課題について、次年度は更に発展した取組みができるとよい。 
・生徒たちが大変よく取り組んだことが、発表のポスターからもよくわかる。地域の歴史を学び、
今後の展望にも思いを馳せることは、科学者への第一歩とも考えられる。 

ICT を活用した取組みの成果 

・卒業生による講演会を、オンラインで実施した。生徒は各教室から参加し、体育館での無理な姿
勢ではなく講演内容に集中でき、多くの質問も出て充実した講演会となった。 

今後の ICT 活用計画 

・長期休暇中など、生徒が自分で解決できない疑問点がある場合の対応として、オンラインや  
e-Learningを活用し、質問等に対応する仕組みを検討する。 

 
加納高校（普通科、音楽科、美術科）地域共創ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟﾊｲｽｸｰﾙ事業（ＦＲＨ） 

主な取組み 

○「岐阜」をテーマとした課題発見学習を実施 
  探究活動の基本的な手法を学ぶとともに、「データを基にした岐阜の現状」及び「地域貢献活
動の実践例」に関する講話を聞き、様々なデータに基づいた探究活動を進めた。 

○地域を対象とした課題解決型の探究学習を実施 
  グループ単位で地域課題を設定し、その課題解決のため、自治体、企業等と連携しながら探
究学習を実施した。その成果をプレゼンテーションにまとめ、発表会を開催した。 

成果と課題 

・「岐阜県」に関する様々なデータを調べ、分析を行う中で現状や課題に気付くとともに、一連の  
 活動を通して探究活動の基本的な手法を身に付けることができた。 
・探究活動により課題の背景を明確にするとともに、フィールドワーク等を通して地域の人たち

と交流を図ることができた。 

外部の方からの意見 

・身近なテーマから今後取り組まなければならない課題など、高校生ならではの見方から深く掘
り下げているのがよくわかった。 

・生徒は、以前より歴史や生物等の研究にとても熱心に取り組んでいた。現状や課題を発見し、解
決策を考えるという姿勢を育ててほしい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・様々な理由で登校できない生徒等にオンラインで授業配信をした。 
・体育館で実施を予定していた各種講演会をオンライン配信することにより、生徒が教室から参
加することができた。 

今後の ICT 活用計画 

・他校と連携して補習講座を開講し、オンラインで配信することにより、働き方改革につなげると
ともにその効果について研究する。 

・定期考査等の採点において「デジタル採点」技術を導入することにより、学習の観点別集計や生
徒の苦手分野を把握して効果的な学習支援を行い、採点業務の効率化を図る。 
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岐阜商業高校（情報処理科、国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科、流通ﾋﾞｼﾞﾈｽ科、会計ｼｽﾃﾑ科） 
       地域共創ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟﾊｲｽｸｰﾙ事業（ＦＲＨ） 
主な取組み 

○地域課題解決教育プログラムを実施 
  企業と連携し、ビジネスリーダーの養成に関するプログラムをオンラインで受講した。地方
創生やSDGsの視点で課題解決の手法を習得した。 

○地元体験農園と連携した探究学習を実施 
  地域活性化を目指す地元の農園と連携し、施設見学や各種体験活動等を通したマーケティン
グに関する探究学習を実施した。 

成果と課題 

・探究学習を通して、生徒は自ら考え行動する力が身に付きはじめ、将来の職業に対する意識が高
まった。 

・起業など、新しいビジネスに対して意識が高まるとともに、地域に貢献したいと思う生徒が増加
している。 

外部の方からの意見 

・従来のような一方向型授業ではなく、自ら課題を見つけ、情報を収集・分析し、課題解決に向け 
 て取り組むという主体的な学習形態は大切である。 
・生徒の学習への満足度が高いことは素晴らしい。探究学習は今後も役に立つので、一層推進して 
 ほしい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・Web会議システムを活用し、遠隔地の外部講師による講演会やワークショップを実施した。 
・MetaMoJiを活用し、アイデア創出のブレーンストーミングを行った。 

今後の ICT 活用計画 

・MetaMoJiなどを活用するワークショップの実施を推進する。 

 
大垣北高校（普通科）地域共創ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟﾊｲｽｸｰﾙ事業（ＦＲＨ） 

主な取組み 

○岐阜県の課題に関する探究活動を実施 
  岐阜県内における様々なデータから現状を分析した上で地域を絞り、SDGsを踏まえた持続可
能な活動について研究・発表を行った。 

○グローバル課題に関する探究活動を実施 
  アジア、東南アジアをフィールドとして、「開発・ビジネス・環境・医療・教育」から選択し
た研究テーマについて、各国のデータから現状を分析し、その解決策を提案する活動を行った。 

成果と課題 

・探究活動を通して、生徒が「筋道を立てて考える」「根拠をもって結論を出す」など、論理的に
考える力が身に付き始めている。 

・探究学習の成果発表の機会を設定しているが、それ以外でも同様の機会を設定し、日頃から自分
の考えを発表し合える環境づくりをしていくことが必要である。 

外部の方からの意見 
・単に探究活動をするのでなく、なぜ探究するのかという理由付けのある素晴らしい授業である。 
・大学や地元の企業等の外部機関と連携しながら事業を進めていく中で、少しでも地元に残る生
徒が増えるとよい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・各種講演会をオンラインで実施したことで、大学や研究室の様子がリアルタイムで伝わり、生徒
の学習意欲だけでなく、進路意識の向上にも役に立った。 

・オンライン授業の手法が浸透し、学校外からでも授業に参加することができるようになり、生徒
の学習機会の確保に大いに貢献している。 

今後の ICT 活用計画 

・学習者用タブレット端末の持ち帰りを励行し、模範解答、各種通信のような一方通行の配付物に
ついては、MetaMoJiにデータ化して配信する。 

・遠隔地から外部講師を招く行事、保護者に参加を求める行事等の補助手段として、積極的にオン
ラインを活用する。 
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大垣東高校（普通科、理数科）理数教育ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟﾊｲｽｸｰﾙ事業（ＦＳＨ） 
主な取組み 

○自治体、大学と連携した地域に生息するハリヨに関する調査を実施 
  大学の先生からハリヨに関する講義を受け、希望者からなる研究班がハリヨに関する様々な
調査を年間を通して実施し、環境保全のためにそのデータを海津市教委に提供した。 

○ＳＤＧｓをテーマにした地域連携による「総合的な探究の時間」を実施 
  SDGsをテーマにした「総合的な探究の時間」において、JICAや地元企業から講師を招聘して講
演会を行い、生徒が興味をもった分野について詳しく調べることで、SDGsの理解を深めた。 

成果と課題 
・身近な自然を教材とした学習や調査活動を行うことで、自然科学を身近に感じるとともに、自分 
 たちの住む地域の特色を体験的に学ぶことができた。 
・SDGsについて学ぶことで、地域社会あるいは国際社会に主体的に関わろうとする意欲を育むこ

とができた。 
外部の方からの意見 
・ハリヨの調査や探究活動等の取組みは、学校の特色ある取組みの一つとなっている。是非継続し
てもらいたい。 

・科目の特性に応じてICTの活用法を考えてほしい。今後は、ICTに関する研修を職員間で更に進め
てほしい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・課題研究報告会を、Web会議システムを用いて、会場を分散させて実施した。来校できない外部
指導者の指導も、遠隔からWeb会議システムによって行った。 

・高大連携講座や講演会を、Web会議システムを用いて実施した。 

今後の ICT 活用計画 

・課題研究や「総合的な探究の時間」において、データ・資料の処理や保存、グループ内でのミー
ティング等に使用する。 

 
関高校（普通科：単位制）地域共創ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟﾊｲｽｸｰﾙ事業（ＦＲＨ） 
主な取組み 

○「まちづくりとＳＤＧｓ」をテーマに、 １年生全員が課題解決型研究を実践 
  地元企業等と連携し、SDGsに沿ったまちづくりの提案及び研究をした。個人研究を基本に実
践し、各クラスの代表によるプレゼンテーション大会、及びポスターセッションを実施した。 

○「食と農のＳＤＧｓ」をテーマに、２年生全員が課題解決型研究を実践 
  行政機関や事業所、大学、NPO、地域住民の協力を得て「食と農」をテーマとした課題解決型
学習を行った。その他、オーストラリアの高校とのオンライン交流等を実施した。 

成果と課題 
・コロナ禍のため、校外の活動に様々な制約が生じたが、校内における実践報告会やオンラインで

の情報発信など、様々な発表の場を設けることができた。 
・感染症対策に万全を期しつつ、いかにグループ活動を再開するかが大きな課題である。対面によ

る活動とオンラインでの交流を組み合わせながら、より良い方法を模索したい。 

外部の方からの意見 

・関市では高校生のチャレンジを支援する様々な事業を行っているので、そうした事業も活用し  
 てほしい。 
・生徒や地域の未来と関わる大事な事業と心得ている。大変だろうが是非継続してほしい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・Web会議システム等を活用し「総合的な探究の時間」における学習支援を行った。オンラインで
の外部講師による講義やセミナーを取り入れるなど、内容にも工夫を凝らした。 

今後の ICT 活用計画 

・対面とオンラインを状況によって使い分けて事業計画をする。また、１人１台タブレット端末を
活用して、データや動画作成、グループでの情報共有・意見交流等、様々な活用法を実践する。 
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可児高校（普通科）地域共創ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟﾊｲｽｸｰﾙ事業（ＦＲＨ） 
主な取組み 

○地域と連携した地域課題解決型教育プログラムを実施 
  地域で活躍する企業関係者や卒業生等と連携し、夏季休業期間に体験や対話など様々な活動
を通して地域課題を探究する学習を実施した。 

○ＳＮＳ等を活用した海外の高校生と交流 
  SNS等を活用し、アメリカの高校生と生活や文化など、様々なトピックで意見交流を行い、多
文化共生について考えを深めた。 

成果と課題  

・卒業生が講師として探究学習に参加することで、世代間でのつながりをもって、地域課題の解決
に取り組むことができた。 

・オンラインでの海外との交流活動は、生徒の主体性やコミュニケーション力を育成する機会と
して大いに役立った。 

外部の方からの意見 

・変化が速い今の時代に、オンラインを活用した外部との交流など、新たなチャレンジをしている 
 ことは大変素晴らしい。 
・探究学習等において、小グループで生徒が互いをカバーできる仕組み作りが重要である。 

ICT を活用した取組みの成果 

・ベトナム人大学生との交流やワークショップ（留学体験）の実施、米国の高校との交流をオンラ
インで行い、多文化共生について考えを深めることができた。 

今後の ICT 活用計画 

・オンラインでの国際交流を更に推進し、グローバルな視点で地域課題を探究する力を育む。 

 
多治見北高校（普通科）地域共創ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟﾊｲｽｸｰﾙ事業（ＦＲＨ） 

主な取組み 

○外部講師によるキャリア探究学習を実施 
  大学での学びや研究を知り、将来の自分の学習イメージを掴むために大学の先生の講義を受
講したほか、OBを招き、職業について座談会を実施するなど、キャリア探究を推進した。 

○英語ディスカッション等を取り入れたＳＤＧｓを学習 
  オンラインで、留学生や大学生とともにSDGsに関するディスカッションやプロジェクトを行

った。議論はすべて英語で行い、英語で自己表現をする力を養った 。 

成果と課題 

・講師選定についてのシステムが確立されておらず、継続した取組みを視野に入れて講師選定が  
 できる体制を構築する。 
・今後も新たな連携先や事業内容を模索し、地域から世界へのつながりを意識させる取組みを検 
 討したい。 

外部の方からの意見 

・単に大学進学だけを目的とするのではなく、その先を見据えて可能性や視野を広げるための指
導をしており共感できる。 

・オンラインで各種講義や講演会などの探究活動が開催できたことはよかった。今後も、ICTを活 
 用した学校行事を更に充実させてほしい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・Web会議システムを活用し、入院中の生徒等に対して授業を配信し、学習支援を行った。また、
３年生については、大学入学共通テスト後の特別編成授業をすべてオンライン配信し、自宅で学
習をする生徒の支援を行った。 

・土曜補習については、生徒が自宅にいながら講義を受講できるようにした。その配信元は、学校
だけでなく教員の自宅の場合もあり、教員の働き方改革にもつながった。 

今後の ICT 活用計画 

・今年度オンラインで行った様々な活動を見直し、改善を図る。 
・MetaMoJiについての研究を進め、授業におけるタブレット端末の活用を促進する。 
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恵那高校（普通科、理数科：単位制）ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ事業（ＳＳＨ） 

主な取組み 

○未来の地域社会人の育成を目指す「恵那田舎塾」を実施 
遠隔地で活躍している卒業生等とオンラインで交流を図る「恵那田舎塾」を実施した。計３

回の実施で、のべ47名の生徒と14名の教員、卒業生が参加した。 
○地元での就職を視野に入れた社会人講話「地域の良さを知ろう」を実施 

昨年度は普通科のみだった本企画の対象を、理数科も含めた１年生全員に広げ、地域の良さ
と地元にも大卒で活躍できる場があることを知る機会として実施した。 

成果と課題 
・ 外部との交流に対して消極的な一年となった。来年度はオンライン活用機会を増やすとともに、

「恵那地球塾」（留学制度）と連携した課外活動を実施し、世界と地域の両面から考えられる人
材育成を図る。 

外部の方からの意見 

 オンラインの活用により、従来実施してきた事業への参加者が増加した。これからの時代を見据
え、オンラインで都市部や海外と地方をつなぐ手法を推進してほしい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・YouTube等を利用した情報発信とともに、他校との交流や遠隔地において第一線で活躍する方の
話を聴く講演会を実施した。また、密を避けた研究発表会や講演会、文化祭等を実施した。 

今後の ICT 活用計画 

・MetaMoJi等を活用した授業、総合探究、課題探究（SSH事業）の実施に加え、授業外でのタブレ
ット端末等を活用した主体的な学習を促進する。 

 
斐太高校（普通科：単位制）地域共創ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟﾊｲｽｸｰﾙ事業（ＦＲＨ） 
主な取組み 

○地域人材を活用した地域活性化プログラムを推進 
  第一線で活躍する地域の方からの講話や個別のインタビューを通して、生徒が地域活性化プ
ログラムを進める上で必要となる知識や情報等を学習した。 

○重点活動グループによる地域活性化プログラムを更に深化 
  地域活性化プログラムに中心となって取り組む重点活動グループを設置した。６つのテーマ
を研究し、大学関係者も多く参加する飛騨学会で発表するなど、幅広い活動を展開した。 

成果と課題 

・地域でのインタビュー活動など、生徒が地域と主体的に関わり、成長する姿が見られた。 
・今後、人や地域との交流の在り方も多様になっていくことが予想されるため、ICTを活用した取 
 組の充実を図る。 

外部の方からの意見 

・今年度から始まった「地域共創フラッグシップハイスクール事業」は、SGH事業と同様に非常に
良い学習プログラムである。教員の負担もあると思うが、良い活動を継続してほしい。 

・自分の意見を述べることが苦手な生徒が多いが、探究活動で行っているディベートによる意思  
 形成、議論、決定のプロセス等は今後の社会でも必須の力となる。 

ICT を活用した取組みの成果 

・地域の方を「社会人講話」の講師として招き、生徒は体育館と教室へのオンライン配信に分かれ
て聴講し、地域の特性とその課題などを学習した。 

今後の ICT 活用計画 

・全校や学年単位のオンライン集会を開催するとともに、タブレット端末を活用し、授業等での個
に応じた学習支援を実施する。 
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■ 地域に密着した課題を探究する高校 

【関連事業】地域課題探究型学習推進事業 

  これまで、地域との連携が充分ではなかった普通科高校において、地元の自

治体や高等教育機関、企業等との協働により、生徒が地域の魅力を知り、地域

に密着した課題を発見・解決する探究的な学びを実施した。 

  令和２年度の各校の主な取組みは以下のとおりである。 

羽島北高校（普通科：単位制） 

主な取組み 

○探究活動に関する発表会を開催 
  グループで地域を取材、地域の課題を発見、解決法等を考える探究活動の発表会を開催した。

会場ごとにKP法（紙芝居プレゼンテーション法)を用い、生徒による評価を実施した。 
○ＳＤＧｓ研修旅行を企画 
  クラス旅行の企画立案として探究活動を行った。研修旅行にSDGsに関わるテーマを組み込み、

それぞれのテーマに沿った自由な発想の旅行を計画した。次年度に発表会を開催予定。 

成果と課題 

・ICT等を活用し、昨年度同程度の探究学習を実施することができたが、コロナ禍でも実践可能な
探究活動を更に考える必要がある。 

外部の方からの意見 

・探究活動は、生徒の主体性や発信力を育成するのにとても良い機会である。高校生の考え方を社
会は知りたがっている。新しい生活様式等についての提案もどんどん発信してほしい。 

・探究学習で取り入れられていたKJ法、KP法は社会に出てからも通用する思考法である。高校生  
 という社会の入口段階で、これらを積極的にトレーニングしている点は大きな意義がある。 

ICT を活用した取組みの成果 

・オンライン学習支援講座や Web会議システムによる外部との連携事業等を実施した。 

今後の ICT 活用計画 

・ICT活用による宿題及び長期休業課題のペーパーレス化、他校との実践交流等を実施する。 

 
各務原高校（普通科） 
主な取組み 

○岐阜県における新型コロナウイルス感染症とスペイン風邪との被害を比較・検証 
  ５月までの臨時休業期間中に、学校で作成した解説動画をオンライン配信し、現在と過去に

おいて、２つの感染症の県内での感染実態について調べ、比較検証する学習を行った。学習成
果は新聞形式にまとめ、休業期間明けに生徒同士で回覧し、相互評価した。 

○各務原市と連携した地域課題探究型学習を実施 
  「各務原市総合計画」をもとにした各分野の12の探究テーマからグループで１つ選び、地域課

題探究型学習を実施した。各務原市から地域アドバイザー16名を招き、指導等を受けた。 

成果と課題 

・新型コロナとスペイン風邪の比較・検証から、マスクや手洗い等の日常の感染症対策がかなり有 
 効であることに気付き、学校での感染症対策の改善を考える学びへと発展できた。 
・探究活動を経て地域の魅力や自己の在り方を考え直す生徒も現れ、地域を担う社会人としての 
 自覚を育むことにつながった。 

外部の方からの意見 

・積極的にオンライン学習支援を実施したことは授業の ICT化に向けた先進的な取組みだと思う。  
・地域課題に関連したテーマについて、調べ学習を丁寧に進め、発表につなげているグループが多
く興味深い内容であった。 

（次頁へつづく） 
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ICT を活用した取組みの成果 

・休業期間中においても、動画を配信して地域課題探究型学習を展開できた。 
・探究学習の成果をパワーポイントで分かりやすくまとめ、プレゼンテーション発表ができた。 

今後の ICT 活用計画 

・地域の魅力について発信している遠隔地の研究者のオンライン講演会を実現する。 
・地域にタブレット端末をもち出し、取材して集めた題材を編集してガイドブックを制作する。 
 
各務原西高校（普通科：単位制） 

主な取組み 

○大学教授の講話と社会人講話を実施 
  大学教授からの「地域課題探究とは何か」に関する講義のほか、地域で活躍する社会人によ

る「今後の岐阜が発展するために必要な課題」についての講話等を実施した。 
○各務原市職員と課題探究学習を実施 
  各務原市の職員から市の現在の取組状況と課題を聞き、その成果と更なる問題点を探るとと

もに、改善点や解決策を考える地域課題探究学習に取り組んだ。 

成果と課題 

・地域課題探究学習の意義を十分に理解でき、地域課題について意欲的に考える姿勢が養われた。 
・成果発表を生徒間で相互評価することで生徒の探究に対する意識が深まった。育成してきた探 
 究力の成果が徐々に発揮できている。 

外部の方からの意見 

・ICTを活用し、オンラインで地域の方や関連機関が授業に参加したり調査に協力したりするなど、
学校の枠を超えた授業方法や体制づくりを検討してほしい。 

・市役所との連携による課題学習は、現実に即した分析と考察ができ、高く評価する。論点を整理
して主張し、主体性の高まりも感じられる発表が多く、生徒の成長と今後の可能性を感じた。 

ICT を活用した取組みの成果 

・Web会議システムを利用し、講話やプレゼンテーションを各クラスに配信し、一斉授業の形式で
探究的な活動を実施した。 

・課題解決学習の発表会では、多くのグループが生徒所有のスマホで作成した発表資料をプロジ
ェクタで投映して発表した。 

今後の ICT 活用計画 

・タブレット端末を用いて、報告書やプレゼンテーション資料の作成等を恒常的に行いながら探
究活動を進める。MetaMoJiを効果的に活用した探究活動を実践する。 

・オンラインで企業や外部施設、他校との交流を実施し、地域課題探究をより進化させる。 
 
本巣松陽高校（普通科：単位制） 

主な取組み 

○提案型地域課題探究活動を実施 
  地域の多くの機関から地域の現状や課題、探究テーマのアイデアを提供してもらい、様々な

課題を深く掘り下げて考え、提案型の地域探究活動を実施した。 
○「高校生のわたしたちができること」を考える講演会を開催 
  外部講師を招聘し、具体的な活動内容等から、高校生ボランティアとして活動できることは

何かを考え、探究活動への意欲と地域連携意識の涵養を図った。 

成果と課題 

・クラスの枠を超えて、研究内容によるグループで探究活動を行ったが、提案型の発表会を実施で 
 きなかったため、来年度改めて探究を深め、提案事項を論文集にまとめる。 
・生徒が探究の手法を学べたのか、スキル等が身に付いたのか、評価方法の開発が必要である。同 
 一評価を継続し、変容を捉えて改善していくことが必要である。 

外部の方からの意見 

・生徒、教員ともに、地域課題探究学習に取り組む意義を、第一に理解する必要がある。 
・これまでは「防災教育」という観点で語られがちな地域課題を、今年度は「私たちにできるこ

と」としたことに大きな意味がある。課題を解決する過程を学ぶ上で、まずは課題を「知る」こ
とを、スタートとして位置付けることができている。 

（次頁へつづく） 
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ICT を活用した取組みの成果 
・地域課題探究学習では原因仮説を論理的に検証するための論文検索や、一部のグループでの校
内アンケート調査の実施など、論理的思考の支援ツールとして活用できた。 

今後の ICT 活用計画 

・地域取材や現地での探究活動、通信機能を活用した意見交換等にタブレット端末を活用する。 
・これまで発表ポスターは手書きで作成してきたが、今後はグラフ作成ツール等も活用し、大判ポ
スターを作成して発表会を開催する。 

 
羽島高校（普通科） 

主な取組み 

○地元企業とのコラボレーションによる新商品を開発 
  地域の店舗と連携し、新商品の企画・提案をした。羽島市に関連した内容や、市場で好まれる

味覚を考えたほか、菓子のマスコットキャラクターのデザインも提案した。 
○地域の特徴を活用した町おこし事業を実施 
  地域の町おこしプロジェクトとして缶バッチを作成し、地元の商店街で配布した。地域につ

いて調べ学習を行い、町おこしとなるデザインやアイデアを考えた。 

成果と課題 

・地域について調査・探究することにより、新しい発見をするとともに、自分が生活する場所に興 
 味・関心をもつことができた。 
・地域連携の取組みから、プレゼンテーション力やコミュニケーション力を養うことができた。 

外部の方からの意見 

・学校は、限られた条件の中でいろいろな企画を考え、よく努力している。 
・積極的に町おこしに関する探究ができたことは素晴らしい。この活動をより PRすることで、生
徒の自信につながる。 

ICT を活用した取組みの成果 

・周辺の地域だけでなく、他の地域や国ごとの現状比較をすることができた。 
・関連のソフトウェアを利用し、多種多様なデザインを企画・創造することができた。 

今後の ICT 活用計画 

・地域の様子を写真や動画撮影し、探究学習に活用する。 
・タッチペン等を活用し、タブレット端末の画面上でデザインを考案する。 
 
大垣南高校（普通科：単位制） 
主な取組み 

○探究型学習や地域課題に関する講演会を実施 
  地域の大学から講師を招き、「探究学習とは・その進め方」について講演会を開催したほか、

地域課題に関して、地元企業の担当者等から講演、助言等をもらった。 
○テーマごとに分かれて地域課題を解決する探究学習を実施 
  ７つのテーマに分かれ、グループ別に課題解決に向けての実地調査やボランティア活動への参

加等を行い、発表会を行った。 

成果と課題 

・外部講師に深く関わってもらうことで、単なる調べ学習で終わるのではなく、生徒の課題に対 
 する探究が深まったと感じた。 
・「総合的な探究の時間」以外に時間の確保が難しく、発信する活動につなげられなかった。 

外部の方からの意見 

・故郷を大切にし、希望をもてる社会を築く心を育むようなふるさと教育にしてほしい。 
・課題解決に向けた方策を具現化し、その方策の評価についても生徒同士で行えるとよい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・外部講師からオンラインでの支援を受けた。遠隔地の講師もオンラインで参加できた。 

今後の ICT 活用計画 

・探究活動の記録やグループ内での交流・発表に活用するほか、他団体や外部講師との交流をオン
ラインで実施する。 
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大垣西高校（普通科：単位制） 
主な取組み 

○大垣市の職員による「かがやき出前講座」を実施 
  大垣市と連携し、観光、福祉、環境等のテーマから希望する講座を１講座ずつ受講した。市の
現状や取組み等について学び、地域課題について考える良い機会となった。 

○地域課題探究型学習（街の観察～ポスター発表）を推進 
  各自が疑問に思った地域課題について、市役所や店舗等を訪問し、インタビュー等を行った。
また、中間発表での発表機会を複数回設け、ポスター発表を通して、発信力の向上を図った。 

成果と課題 

・問い設定の段階で街歩きをしたことで、自分の身の回りにある疑問から問いを導くことができ
た。また、ほとんどのグループが学校外での調査を行ったことで、現状や対策について多角的な
意見を得ることができた。 

・一部の発表は考察止まりであったため、社会参画の意識をもたせ、関係機関への提案や商品開発
など具体的な行動につながるような結果を目指す必要がある。 

外部の方からの意見 
・テーマを「ふるさと」に絞ったことで、多くが地域の課題に対しての探究となった。観光や防
災、暮らしやすさなどのテーマが多くあり充実した探究活動になった。 

・新商品やイベントの提案をしているグループがいくつかあったが、多くは調べ学習になってい
た。調べた結果、自分たちはどうするのかという帰結までもっていくことが必要である。 

ICT を活用した取組みの成果 

・Web会議システムを活用して、映像にまとめられた発表の鑑賞を中心とする文化祭代替行事を実
施した。コロナ禍においても、生徒が主体的に輝ける学校行事を企画することができた。 

・英語授業では、米国カリフォルニア州の高校とのオンラインミーティングを開催し、お互いにイ
ンタビューする等の国際交流を図ることができた。 

今後の ICT 活用計画 

・学習支援ソフトの活用を職員及び生徒に浸透させ、今後の Society5.0時代に対応できる人材育
成の一助としたい。 

・探究活動において、文献調査のみならず、外部アドバイザーとの連携や１人１台タブレット端末
での資料作成・発表など、オンライン回線等を活用した幅広い内容にしたい。 

 
郡上高校（普通科、総合農業学科群：単位制） 

主な取組み 

○地域の協力者との意見交換会を実施 
  地域の協力者約40名と意見交換を行った。協力者１人につき生徒４名程度が１つのグループ
になり、地域課題など様々な内容についてインタビュー形式の意見交換を行った。 

○「ＳＤＧｓ de地方創生カードゲーム」による学習会を開催 
  外部ファシリテーターによる事前学習及びゲーム・振返りを行った。事前学習では、SDGsに
ついての知識等を学び、振返りでは、仮想の街の成長の様子と要因の分析を行った。 

成果と課題 

・意見交換会について、地域の参加者から今後も協力したいという意見が多数あり、学校と地域と
のつながりが深まった。 

・学校の取組みがメディアに取り上げられる機会が少なかったため、今後は広報に力を入れ、学校
の魅力を発信したい。 

外部の方からの意見 

・各グループの探究学習に、もう少し地域の人が関わってもよいのではないか。 
・自主性や自発性を育てるためには、テーマ設定の仕方や発表形態等が重要になる。 
ICT を活用した取組みの成果 
・Web会議システムを用いて複数の教室に一斉配信を行うことができ、新たな形の授業形態を開発
できた。 

・発表会の様子をビデオ撮影した後、YouTubeに限定公開でアップし、地域の方の意見を聴取した。 
今後の ICT 活用計画 
・生徒用タブレット端末に動画編集ソフト等がインストール可能であれば、それを活用し動画の
製作やプログラミング学習を行う予定である。 
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武義高校（普通科、商業科、情報処理科） 
主な取組み 

○美濃市と「美濃市第６次総合計画」に関する意見交換を実施 
  「美濃市第６次総合計画」の作成に関わり、美濃市の職員と「住み続けられるまちづくり」等
について話し合い、地域課題やその対策等に関して積極的に意見交換をした。 

○ＳＤＧｓを学習するための講習会を実施 
  外部講師によるSDGsに関する講演会を開催した。ふるさと教育で挙げている様々な課題と
SDGsに共通点があり、地域の課題解決に取り組むことが、県や国、世界の課題に取り組むこと
にもつながることを認識した。 

成果と課題 
・大人が思う以上に生徒は地元について興味や知識がないことが分かった。探究学習を通して、あ
まり知らなかった地域産業や社会の実態を知り、自分のこととして課題認識することができた。 

・実際に自分の目で見て、感じる機会をより多くもちたい。また、クラス内発表の枠を拡大し、よ
り多くの活動を相互に知り合う機会を設けたい。 

外部の方からの意見 

・高校生が行政に関わる機会を設定することは、非常によい。自分たちの意見がまちづくりに反映
されることを感じれば、地域への愛着も深まる。 

・少子高齢化、人口減少が急速に進む地域であり、生徒には自分の家族の将来像をイメージして、
地域課題を自分のこととして考えてほしい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・ふるさと教育に係る地域課題を調べたり、解決に向けた手立てを探究したりする活動でICTを有
効に活用した。 

・プレゼンテーション発表等を１人１台タブレット端末で行い、作成資料等の内容や提示がより
良質になった。 

今後の ICT 活用計画 

・地域課題探究型学習推進事業に取り組んでいる他の学校と、オンラインで情報交換を行うとと
もに、共通の地域課題に関して協働して解決策を研究する。 

・地域住民等へのアンケートを実施し、地域の人々の思いや考えを集約することで、今後の新たな
取組みにつなげる。 

 
加茂高校（普通科、理数科） 
主な取組み 

○地域人材を活用した「地域の大人と語る会」を実施 
  まちづくりやエネルギー問題に精通した方や、車椅子のカヌー選手、会社経営者、発明家等、
多彩な講師を招聘してキャリア教育を実施した。 

○地域の教育資源を最大限に活用した探究学習を実施 
  地域で活躍する方へのインタビュー等を踏まえてレポートを作成した。地域の未来を考え提
案しようとする意識が高まり、他の高校とのポスター交流会に発展した。 

成果と課題 
・探究学習を通して、身近なところで活躍する魅力的な人たちと真摯に向き合うことで、地域の

豊かさを発見し、将来の進路について意識を高めた。 
・今後は、まちづくりの一端に参加できるよう、地域課題の発見・解決を目指して市役所等にアイ
デアを提案するとともに、学校HPを工夫して学校の魅力を発信する。 

外部の方からの意見 
・事前に講師が作成した動画を、生徒が視聴したうえで授業に臨んだ。事前に講師に質問をし、大

変充実した時間になった。 
・学年全員を対象とした取組みも大切であるが、学年を超えた取組みを通して、意識の高い生徒

がより活躍できる機会を用意できるとよい。 
ICT を活用した取組みの成果 
・「地域の大人と語る会」の講師等が充実した学習動画を作成し、生徒が視聴することで、探究学
習を深めることができた。 

・オンラインにより、東京や新潟など遠方の講師の参加も可能となった。 
今後の ICT 活用計画 
・探究学習を中心に、MetaMoJiを利用した意見の共有や討論、発表等の学習スタイルを推進すると
ともに、他校に働きかけて複数校での交流学習を同時開講することも検討する。 
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多治見高校（普通科：単位制） 
主な取組み 
○地元小学生向けのサイエンスショーとして探究学習を実施 
  小学生向けの実験を企画し、地元小学生向けのサイエンスショーを公民館と連携して開催し
た。実験においては、小学生が分かるような題材を選び、小学生・保護者にも好評であった。 

○地元の小学校と連携し、高校生による英語の授業を実施 
  対面による授業、オンラインでの授業の両方を実施した。小学生が楽しめるような教材や授
業内容を考え、高校生と小学生がお互いに楽しみながら実施できた。 

成果と課題 
・地域の小学校や公民館と連携し、地元の小学生の教育活動に貢献することができた。 
・生徒が能動的に情報を外部に発信する良い機会となった。 

外部の方からの意見 

・地域の教育資源を活用した「地域課題探究型学習」としての活動・取組みが評価され、「地域学
校協働活動」推進に係る文部科学大臣表彰を受賞できたことは素晴らしい。 

・今年度は感染症対策のため、授業でのやり取りを楽しむ部分が制限されていたので、高校生と
の連携授業は小学生が英語を使える良い機会となった。 

ICT を活用した取組みの成果 

・環境保全の学術会議にWeb会議システムで参加し、全国一位となった。 
・オンラインを活用し、ふるさとの自然保全について米国、英国の大学院生と２日間交流した。 

今後の ICT 活用計画 
・MetaMoJi等を活用し、研究過程での調べ学習や議論など、より探究活動が深まるようにする。 
・経済産業省が提供している「RESAS地域経済分析システム」を用いて、生徒が地域のことを表や
グラフから読み取り、課題を見つけ問いを深める活動を行うゼミを開講予定である。 

 
中津高校（普通科：単位制） 
主な取組み 
○「地域×ＳＤＧｓ」プロジェクトを実施 
  大学の先生の講演会を通してSDGsに関する知識を学び、個人での探究活動に活かした。目標
ごとのグループに分かれ、地域人材を交えて発表会を行った。 

○オリジナルピクトグラム（視覚記号）作成プロジェクトを実施 
  教科横断型の取組みとして、英語の授業でピクトグラムについての概念を学び、個人で自分
の住む地域社会の課題を選び、社会へ好影響を与えるピクトグラムをデザインした。 

成果と課題 
・「地域×SDGs」を探究活動の柱として位置付け、来年度以降の取組みも充実させるため、地域人
材の活用やICTの活用を促進する必要がある。 

・「探究サロン」や「卒業生からのメッセージ」、「教育未来塾」等の取組みは、生徒の職業観を育
む一助となった。 

外部の方からの意見 

・SDGsは分野が広く難しいが、テーマを絞って取り組むこともできる。 
・ピクトグラムの取組みのように、英語科・家庭科との連携などを他でも行えるとよい。ルーブリ
ックを活用し、活動を通してどういう力が伸びたのか振り返ることを大事にしたい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・オンラインを活用し、外部講師による講演会を数回開催することができた。 

今後の ICT 活用計画 
・講演会等においてオンラインと対面をうまく併用する。 
・「地域×SDGs」活動では、タブレット端末やMetaMoJiの活用を一層推進する。 
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益田清風高校（普通科、ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報科、総合学科：単位制） 
主な取組み 

○５つの地域課題に関する取組みを深化 
  ５つの地域課題「若者が地域で働くには」「地域の医療や介護を支えるには」「人口減少に対

応するには」等について、探究技法等の講義を受けた後、個人単位で探究活動に取り組んだ。 
○高校生の関わる未来（進路）、高校生の関わる地域（地域研究）の探究活動を実施 
  各自が興味のある学問分野を探究することにより、キャリア教育としても探究活動を深める

ことができたほか、小論文による成果発表も行った。 

成果と課題 
・各生徒は探究学習においてタブレット端末を有効活用し、その使用技術も短期間で上達した。 
・探究活動をより深めるため、研究課題をいかに自分のこととして捉えるかを大切に指導したい。 

外部の方からの意見 

・課題解決の方策に、地元ならではのアイデアを取り入れてほしい。 
・自分で課題を発見する大切さを学んだと思うが、解決の提言には自分だったら何ができるかな
どの視点を入れてほしい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・グループ探究活動では、各タブレット端末に同じ画面を共有して議論を進め、まとめの活動につ
なげた。成果発表時はパワーポイントを上手に活用しわかりやすい発表が多かった。 

・個人探究活動では、調査活動や文章作成にタブレット端末を活用した。特に学問分野の小論文作
成では大いに有効活用できた。 

今後の ICT 活用計画 

・講演会や多人数授業において、タブレット端末での画面共有や記録の整理、ポートフォリオ作成
等に活用する。 

・探究活動において、調査活動時の取材や記録、グループ内での情報共有、成果発表に向けての資
料作成等に活用する。 
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■ 地域の企業等と連携した専門高校等 

【関連事業】スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール事業（ＳＰＨ） 

      地域産業の担い手育成総合戦略事業 

  生徒が自己の能力・適正について理解を深め、将来の自己実現に向け効果的

なキャリア教育を推進するため、地域創生の担い手となる人材の育成も見据え

ながら、産業界と連携したインターンシップ、産業界と連携した実践的な職業

教育、グローバルな視野をもつ専門高校生の育成などの取組みを展開した。 

  令和２年度の各校の主な取組みは以下のとおりである。 

岐阜総合学園高校（総合学科：単位制） 
主な取組み 

○「岐阜の魅力を再発見できる写真」や「あなたしか知らない岐阜を紹介できる写真」を募集 
  Discover岐阜「岐阜の魅力発見写真コンテスト」と題し、SNSを活用して岐阜県の魅力が伝わ

る写真を一般募集した。アカウント管理や広報活動は生徒が行い、多数の地域の方から計332枚
の写真が集まった。また、地域の写真館と連携し、審査等も行った。 

○岐阜市柳ケ瀬商店街を会場に、募集した写真の展示・スタンプラリー・イベントを実施 
  岐阜市内で募集した写真の展示を行った。また、地域店舗と連携し、入賞作品のスタンプラ 

リーを行ったほか、表彰式や太鼓部の発表などのイベントを開催し、地域の活性化を図った。 

成果と課題 
・地域の方々との協力等を通して、一からイベントを作り上げ、成功することができた。 
・地域資源や地域課題を意識して企画することで、視野を広げることができた。 

外部の方からの意見 

・写真コンテストの表彰には、生徒だけでなく大人も積極的に関わり支援してほしい。 
・昨年の段階ではどのような内容をやるのか不透明であったが、とても良い取組みが実現できた。
生徒にとって良い経験にもなり、商店街の活性化にもつながると思う。 

ICT を活用した取組みの成果 

・SNSを利用したことにより、同世代の高校生だけでなく、子育て世代や高齢者の方々、あるいは
遠方の人とも交流でき、幅広い意見を集めることができた。 

・週１コマの授業時間を使って企画をする中で、各系列の教室をWeb会議室システムでつなぎ、オ
ンラインでの情報共有や確認を行った。 

今後の ICT 活用計画 

・探究活動において、オンラインでインタビューを行ったり、発表用プレゼンテーションや報告書
をデジタルデータで作成したりするなど、ICTの活用を更に推進する。 

 
岐阜城北高校（総合学科：単位制、生活文化科） 
主な取組み 

○「伝統文化を深く知る」をテーマに企業実習を実施 
  神社の横幕や大漁旗など幕の染付・縫製を行っている企業において企業実習を実施した。岐

阜のイメージを図案化して版下を制作し、糊置きや染付など職人の技や伝統文化を学んだ。 
○「ふるさとを知る～地域の魅力発見～」をテーマに地域の魅力を紹介する学習を実施 
  「子育て外遊びマップ」を作成し、地元の店舗に配布した。マップにはQRコードを掲載し、地

元の公園や史跡の魅力を紹介するために撮影・編集した動画が視聴できるよう工夫した。 
成果と課題 
・伝統や観光、歴史等の地域資源に触れたことで、地域の良さを再確認することができ、将来も地
域と関わりを持とうとする生徒が増えた。 

・伝統文化の後継者育成のため、生徒の希望に応じて長期間にわたる企業実習ができるような方
策を検討する。 

（次頁へつづく） 



 

37 

 

外部の方からの意見 

・伝統文化の担い手継承も大きな課題である。伝統文化の良さや課題を若い世代に知ってもらい
たい。 

・簡単にQRコードから動画が見られる素晴らしいマップである。「岩野田まちづくり協議会」のHP
を開設したので、情報を共有し地域活性化につなげたい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・「城北Co－Market（販売実習）」をオンラインで実施した。オンライン商談研修への参加や商品の
プロモーションビデオの制作等、今まで以上に販売促進活動が充実した。 

・経済産業省が提供している「RESAS地域経済分析システム」を使って、岐阜市・山県市の人口に
ついて分析し、問題点を明らかにするとともに、解決策等を考えた。 

今後の ICT 活用計画 

・近隣の小中学生とタブレット端末を使った交流をスタートさせ、地域の魅力発見・紹介をはじ
め、地域が抱える課題の解決方法を探る。 

・実習時にタブレット端末を使用して製作（調理）過程を記録し、復習やまとめに活用すること
で、知識や技術の定着につなげる。 

 

岐南工業高校（機械科、自動車科、電気科、電子科、建築科、土木科） 

主な取組み 

○地域連携による地域産業の活性化と人材育成を推進 
  大学等から講師を招き、地域産業等に関する講演会を開催したほか、就職後のミスマッチに

よる離職を防止するために、社会人としてのスキルを高める研修を実施した。 
○地元伝統文化等の学習を通した郷土愛を醸成 
  県内の文化財や伝統文化等の郷土学習を通して、その地域の特性や優れた点などを再発見し、

地域の活性化や地元への愛情を育て、将来の生活拠点を県内にできるような取組みを実施した。 

成果と課題 

・公的機関や大学の協力を得て、地域産業等の情報を生徒に知らせることができた。 
・インターンシップ先の企業へ就職する生徒も出始めるなど、企業との連携がうまく進んでいる。 

外部の方からの意見 

・交通の利便性が高く、道路交通網も発達しており、商業施設等が充実しているなどの岐阜県の魅
力をいかに伝えるかが問題である。 

・学校の魅力を外部に発信する際、「実施した」ではなく、他にはないずば抜けた魅力を発信でき
るように、地域との連携を強化していくべきである。 

ICT を活用した取組みの成果 

・オンライン授業等を通して、情報モラル教育についても実践できた。 
・建築科の課題研究発表会では、Web 会議システムを活用することで会場を分散して実施するな
ど、新しい形での開催ができた。 

今後の ICT 活用計画 

・学習支援ソフトを使った学習活動やオンラインを活用した学校行事等を更に推進する。 

 
岐阜各務野高校（ﾋﾞｼﾞﾈｽ科、情報科、福祉科） 

主な取組み 

○高齢者を対象とした「スマートフォン活用講座」を実施 
  各務原市の協力を得て、高齢者の生活課題を調査し、高齢者向けのスマホ教室を開催した。基

本操作や高齢者向けアプリの紹介、犯罪被害への注意喚起等を行った。 
○ＬＥＤを使ったイルミネーションプログラムを通した地域連携を実施 
  地域の介護老人施設等の協力を得て、LEDオブジェの制作を行った。地域にある各施設の特徴

を把握しながらデザインした作品を展示し、地域住民や施設利用者から高評価を得た。 

成果と課題 
・地域資源を再発見するとともに、地域の現状や課題を理解することができた。 
・各学科のこれまでの取組みを精選し、３学科全体で共同学習を展開することで、地域共生社会の

実現に向けた取組みを推進する。 

（次頁へつづく） 
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外部の方からの意見 

・高齢者向けのスマホ教室等は、地域の高齢者の健康促進や自立支援につながっている。 
・高齢者のニーズは大きく変わりつつある。全体を通して新しいことを行うのはよいが、その先に
何を得ることができるのか考えながら取り組むとよい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・ICTを活用した資格試験対策を行った。豊富な問題数を解くことができ、合格につなげることが
できた。 

・介護実習報告会をオンライン配信することで、実習での学びを他学科にも共有することができ
た。実習内容をより深めることができ、多様な視点で考えられるようになった。 

今後の ICT 活用計画 

・遠隔地域との外部連携において Web会議システムを利用した講演会や意見交流会を実施する。 
・地域における現地調査でリアルタイムにデータを収集するツールとして活用する。 

 
岐阜農林高校（動物科学科、園芸科学科、食品科学科、流通科学科、生物工学科、森林科学

科、環境科学科） ｽｰﾊﾟｰ・ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ・ﾊｲｽｸｰﾙ事業（ＳＰＨ） 
主な取組み 

○ＧＡＰ（農作物の品質についての国際的な認証）を軸にした地域連携を実施 
  米のGAP認証取得の成果を活かし、地域の農家がGAP認証を取得するため、情報を共有した。ま
た、地域農業の課題を解決するため、農家・町・JAと連携し、高温耐性新品種の導入に取り組ん
だ。 

○地域の価値を高める里山の環境調査と保護活動を実施 
  地域の里山に古墳公園を整備している本巣市と連携し、公園化に活用できる樹種の選定、里
山と古墳の崩壊を防ぐための竹伐採と再利用方法等を具体的に考案した。 

成果と課題 

・GAP認証取得に向けて、農場の生産環境を整備し、持続可能な農業生産について理解を深めたほ 
 か、米の新品種の普及にも貢献できた。 
・地域の里山の課題を自分たちの課題として捉え、その改善を目指して試行錯誤する中で、課題解 
 決能力を高めることができた。 

外部の方からの意見 

・ポートフォリオの作成やルーブリック評価等で生徒が自分自身を理解し、見つめ直す機会とな
り、これらをもとに研究を深めたり進路実現につなげたりすることができた。 

ICT を活用した取組みの成果 

・遠隔地の講師や多数の参加者を交えた講演会・発表会を、効率良く実施することができた。 
・各教科の授業において、視聴覚教材を効率的に活用できた。 

今後の ICT 活用計画 

・遠隔地の講師や多数の参加者による講演会・発表会の効率的な実施のほか、遠隔地の農業高校と
の情報交換や情報共有を予定している。 

・同一教科における多数の教員間での、各種教材の共有化を進める。 

 
岐阜工業高校（航空・機械工学科群、電気・電子工学科群、建設・ﾃﾞｻﾞｲﾝ工学科群、

化学・設備工学科群） 

主な取組み 

○地域資源を用いて、地域産業の担い手となるテクノロジスト育成プログラムを実施 
  地元企業の技術者を招聘し、「ものづくり」に関する技術指導等の講習や、各学科の課題を全

学科で共有し、課題解決に向けた学科横断的な取組みを実施した。 
○企画運営型インターンシップを実施 
  「岐阜かかみがはら航空宇宙博物館」にて飛行機体験教室を開催し、「ものづくり」の楽しさ

を多くの人に体験してもらうとともに、生徒のコミュニケーション力の向上を図った。 

（次頁へつづく） 
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成果と課題 

・学科横断的な取組みを実施することにより、より深い学びが実現できたことや、地域と有機的に
つながるシーンが見られるようになった。 

・今後も様々な取組みの中で、PDCAサイクルを積極的に活かし、学校独自の地域連携に更に磨きを
かける必要がある。 

外部の方からの意見 

・学科横断的な取組みから、他校との連携による異校種横断的な取組みに発展させ、それぞれが地
域にはなくてはならない学校を目指してほしい。 

・生徒たちは成功体験ばかりではなく、多くの失敗を経験してもらい、そこから成功につながるよ
うな機会を設けるとよい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・オンライン企業見学を実施し、オンラインで説明を受けながら、実際の製品を直に確認するな
ど、これまでにない見学会が実現できた。 

・オンライン授業参観を実施し、保護者が来校せずに参観することが可能となり、新しい生活様式
の先駆けとなる取組みができた。 

今後の ICT 活用計画 

・他県の工業高校との共同実習の開催や、企業・大学と連携した研究開発の推進を計画している。
その中でMetaMoJi等も活用し、ポートフォリオの作成を目指したい。 

 
大垣養老高校（総合学科：単位制、食の農学科群、緑の農学科群） 

主な取組み 

○地域資源を活用したプロジェクトを推進 
  地域資源である名水と滝を活用し、養老湧水を利用した醤油醸造、醤油手造りセットの製作、

養老由来酵母の分離などの各種プロジェクトに取り組んだ。 
○学科間で連携した共同商品開発及び積極的な外部連携を実践 
  地元企業と連携し新商品「肉味噌そぼろ」２種類を開発した。地域の多くの方に好評をいただ

ける商品となった。 

成果と課題 

・それぞれの学科の特徴を互いに再認識でき、学校全体で商品開発を実践できた。 
・ふるさと納税の返礼品に学校の製品を使用してもらうなど、自治体を巻き込んだ学校商品のブ
ランディングが必要である。 

外部の方からの意見 

・地域観光業の活性化、町おこしに学校（生徒）の力を借りたい。 
・学校の様々な活動がこれほど素晴らしいものとは知らなかった。もっとPRすべきである。 

ICT を活用した取組みの成果 

・講演会や高校見学会では、体育館を配信会場にし、各教室または別会場にオンライン配信した。 
・オンラインでの校内・校外職員研修を行い、多くの職員がICTを活用した。 

今後の ICT 活用計画 

・ICT活用に関する新たな校務分掌を立ち上げ、ハード面の整備・維持に加え、他分掌との連携を
視野に入れ、更なるICT活用の充実を図る。 

・家庭（保護者）向けのオンライン公開授業の実施を検討している。 

 

大垣商業高校（総合ﾋﾞｼﾞﾈｽ科、会計科、情報科） 

主な取組み 

○地元企業と連携しながらＳＤＧｓを踏まえた商品を開発 
  SDGsの目標（8:働きがいも経済成長、11:住み続けられるまちづくり）を達成させるために、

商品企画・開発から販売までを、地元企業等と連携を図りながら実施した。 
○郷土の良さを知り、地域資源の調査・分析・ＰＲを実施 
  大垣市の地域活性化を目的に、地域資源である「湧き水スポット」24か所を実地調査し、HPに

まとめて発信した。 
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成果と課題 

・専門科目で身に付けた知識・技術を、企業等と連携しながら実践できている。 
・今後も地域に貢献できる人材育成及びSDGsの視点を踏まえたビジネス教育や探究活動を充実さ
せる必要がある。 

外部の方からの意見 

・SDGsの視点で高校生とコラボしたい企業は多くある。企業が学校側と接点をもちやすい環境を
構築して、企業とコミュニケーションを取ってほしい。 

・地域資源（湧き水等）を探究活動に取り入れ、郷土の良さを知り、地域資源の調査・分析等に取
り組んでいる。高校で学んだことを大学等で更に深め地元に帰ってくる、そのような循環サイ
クルが構築できるとよい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・対面授業だけでなく、オンラインによる外部人材を活用した教育環境を整備することができた。 
・企業等と連携した実務教育は、ビジネス現場を知るために有効な取組みとなった。 

今後の ICT 活用計画 

・全国のIT、観光等の分野で先端的なノウハウを有する企業等から、オンラインでのビジネス教育
が受けられる環境を構築する。 

・長期休業期間等において、ICTを活用しながら検定試験対策等ができる仕組みを構築する。また、
生徒が自宅からも受講できるような環境を整備する。 

 
大垣工業高校（機械工学科群、電気・電子工学科群、建設工学科群、化学技術工学科） 

主な取組み 

○大垣養老高校と協働し、「田んぼアート」を実施 
  大垣養老高校の農場で「田んぼアート」を実施した。デザイン画の図面化・測量データ化を進

め、平板測量を応用した測量方法で田んぼの測量を行い、杭とビニール紐で描写した後、大垣養
老高校の生徒によるデザイン画の色に合わせて色の違った稲を植えた。 

○ＩＣＴを活用した学習を展開 
  情報科学芸術大学院大学（IAMAS）でのワークショップに参加し、パソコンとWebカメラを用い

て人の動きをAIに学習させ、作曲と演奏をさせる研究を行った。 
成果と課題 
・地域の方と協働して企画・運営を行うことで、地域の課題について知り、専門教育を活かして地
域に貢献しようとする態度が醸成された。 

・最先端技術に触れ、未来社会の新しい在り方を考えるとともに、将来の地域を担う資質・能力を
身に付けたいという考えをもつ機会となった。 

外部の方からの意見 
・今年度は、企業との連携事業など、工業高校の魅力である「実践から学ぶ機会」が大幅に制限さ
れた。今後の学校教育は、新型コロナウイルスとの共存という考えに基づき、計画・立案してい
くべきである。 

・企業の学校への期待は高いので、学校の魅力を中学生や保護者に広く伝えるべきである。 

ICT を活用した取組みの成果 
・大垣市やNPO法人等と連携し「こどもICT講座（ロボットカ―プログラミング）」をWeb会議システ
ムを用いて実施した。学校の専門技術を有効に用いた地域貢献ができた。 

今後の ICT 活用計画 

・オンライン企業見学会や学校見学会を開催する。 

 

大垣桜高校（服飾ﾃﾞｻﾞｲﾝ科、食物科、生活文化科、福祉科） 

主な取組み 

○岐阜県主催の料理コンテストへの応募・入賞により、県内施設での商品化を決定 
  食物科が地元の食材（鮎）を活かした料理を研究・考案し、「学生鮎料理コンテスト」に応募

した。準グランプリに選ばれ、「アユの冷茶漬け」の商品化が決定した。 
○地元企業と連携した「満福弁当」を考案・販売 
  生活文化科が、免疫力や抵抗力をつける食事を研究し、弁当を考案した。地元企業に調理を依

頼し、「満福弁当」として地域の店舗で販売した。 
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成果と課題 

・自分の考案した料理が実際に販売されることに喜びを感じ、今後の学習意欲が高まるとともに、 
 調理の技術力や創造力の向上につながった。 
・免疫力アップのテーマで研究した弁当が販売できたことは、生徒たちの自信につながり、地域に 
 支えられていることが実感できる学習となった。 

外部の方からの意見 

・今後も、専門性を高め技術を磨くために、地域の産業界と協働し、様々なコンクールに挑戦して
ほしい。 

・弁当販売時のアンケート結果等を反映して弁当を改善し、販売を継続してほしい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・オンライン配信により、企業や地域の方が普段働いている現場から、講義や実習の指導を受け 
 ることができ、授業・実習の活性化につながった。 

今後の ICT 活用計画 

・オンラインにより、学校にいても地域交流や学校間交流ができる状況を作りたい。また、学習コ
ンテンツ等を作成・蓄積し、生徒がいつでもどこでも学習成果を確認できる環境を整える。 

 
加茂農林高校（食品科学科、園芸流通科、環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ科、森林科学科、生産科学科） 

主な取組み 

○専門学科での学びを活かした地域との協働による耕作放棄地対策を実施 
  地元自治会と連携しながら専門学科での学びを活かして、耕作放棄地の地区を対象とし、美
濃加茂市の花「あじさい」を植栽した「あじさいロード」作りに全学科で取り組んだ。 

○美濃加茂市の花「あじさい」をテーマとした商品を開発 
  マメ科の花の色素を利用して「あじさい色のかき氷」「あじさい色のマカロン」等の商品開発
に加え、あじさいをプリザーブドフラワー化し、これを活用したハーバリウムやアレンジメン
トの製作を行い、地域に展示した。 

成果と課題 

・地域連携事業により、地域の方に地域で頑張る高校生の姿を発信できた。新聞記事や地域情報誌
に活動が紹介され、生徒の達成感と地元への興味･関心が高まった。 

・専門高校として、地域産業の担い手育成を課題解決型学習でいかに戦略的に展開するかが今後
の課題である。 

外部の方からの意見 

・地域との交流を、オンラインに切り替えるなど工夫したことはよい。 
・地域の特産品を作るという生徒達の熱意がすごい。生徒達には大変貴重な経験になったと思う。 

ICT を活用した取組みの成果 

・課題研究において、Web会議システムを活用して大学や団体等と連携し、課題研究に関する意見
交換会を実施した。 

・授業や研究発表会においてペーパーレス化を促進した。 

今後の ICT 活用計画 

・長期休業中の課題をデジタル化し、ペーパーレスを図るとともに、家庭学習においてもICTを活
用する。 

・各種アンケートにタブレット端末で回答できるようにする。 
 
東濃実業高校（ﾋﾞｼﾞﾈｽ管理科、ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報科、生活文化科） 
主な取組み 

○校内ドライブスルーで開発商品を販売 
  企業と連携して、二つの新商品を開発し、校内ドライブスルー販売とウォークスルー販売を
実施した。HP掲載や近隣の小中学校でのチラシ配布により宣伝活動を行った。 

○地域食材を使った商品を開発 
  地域物産の「みたけ味噌」を使って焼き菓子を開発した。地域の洋菓子店オーナーシェフから

助言をいただき、製造・販売に向けて取り組んだ。 
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成果と課題 

・地域で活動することでコミュニケーション力や主体的に考える力を身に付けることができた。 
・地域共創に取り組む中で、地域の方に出会い支えられることで、「人の役に立てた」や「喜んで
もらえた」という自己有用感を高めることができた。 

・２年間の成果を活かし、キャリア教育の一環として地域産業の担い手育成に取り組めるよう組
織づくりについて検討する。 

外部の方からの意見 
・商業科と生活産業科が学科や類型の枠を超えて取り組み、点から線になったことは大きな成果
である。今後は身に付けた力を線から面にし、地域で広く活動してほしい。 

・新学習指導要領に「社会に開かれた教育課程」が示されている。地域の応援団を探すということ
も検討してほしい。 

ICT を活用した取組みの成果 

・校内販売の注文にICTを活用し、チラシに掲載したQRコードから注文ページへジャンプする仕組
みを作るなど新しい取組みを実践できた。 

・人形劇などの動画を、タブレット端末等を使用し収録した。そのDVDコンテンツを児童福祉施設
に配布し、地元の魅力や、童謡の楽しさを広めた。 

今後の ICT 活用計画 
・外部機関とオンラインでの交流を推進する。 
・地元企業に限らず、県内高校や全国、世界に交流を広げる。 
 
可児工業高校（機械科、化学技術科、建設工学科、電気ｼｽﾃﾑ科） 
主な取組み 

○地域資源を活用した専門的職業人を育成 
  地元企業や大学、行政と連携し、技術習得やキャリア教育等を行った。相互理解を深めつつ、
将来、生徒が地域に定着するための連携モデルの構築・実践を行った。 

○地元企業との中長期インターンシップを実施 
  実施先企業の情報収集やビジネスマナー研修、関連企業と生徒による交流サロン等の開催な
ど、インターンシップに向けた事前学習の充実を図り、より意味のある実習とした。 

成果と課題 
・企業との連携を通して、生徒に地元企業の素晴らしさを伝えることができた。 
・企業や生徒の実施後アンケートから、次年度もこの事業は継続すべきとの意見が大半であった。 
外部の方からの意見 

・可茂地区で唯一の工業高校であり、この地域には多くの会社、工業団地が点在していることから
学校への期待は大きい。 

・地域活動や企業、大学等との連携もあり、充実していると感じる。地域課題の一つとして国際理
解、多文化共生の考え方にも更に力を入れてほしい。 

ICT を活用した取組みの成果 
・学校行事や集会などにおいて、Web会議システムやICTを活用することで、学校行事の新しい在り
方を研究できた。 

今後の ICT 活用計画 
・生徒に対して、タブレット端末や学習支援ソフトの活用に向けた講習会を実施し、授業等でス 

ムーズに活用していけるよう支援する。 
・教員に対しても、ICTの活用スキルに合わせた校内研修会を実施し、授業等における活用を促進
する。 

 

多治見工業高校（ｾﾗﾐｯｸ科、ﾃﾞｻﾞｲﾝ科、電子機械科、電気ｼｽﾃﾑ科） 
主な取組み 

○岐阜が誇る自然、歴史、文化等に関する施設等を見学 
  セラミック科と電気システム科が高山市を訪れ、飛騨の伝統である祭り神輿やからくり人形

などを見学し、飛騨の匠のものづくり産業について見識を深めた。 
○中長期インターンシップ事業（企業見学）を実施 

生徒のキャリア形成と将来の地域産業の担い手を育成することを目指し、インターンシップ
の日数を増やすため、地元企業に協力を求め、企業見学と意見交換を実施した。 
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成果と課題 
・企業見学を通して、地元企業の具体的な取組みを知ることができた。また、来年度に実施する中
長期インターンシップについて、イメージをもつ良い機会になった。 

外部の方からの意見 

・学校全体の取組みとして、地域との連携はとても大切である。 
・生徒の成長のためにボランティア活動にも積極的に取り組んでほしい。 

ICT を活用した取組みの成果 
・人権講話をオンラインで実施した。講師は手元のタブレット端末から効果的に講演を実施でき、
生徒も寒い時期の体育館ではなく、暖かい教室で講演に集中できた。 

今後の ICT 活用計画 
・自宅での調べ学習や、レポート・資料作成に活用する。タブレット端末に学習支援ソフトがイン
ストールされており、生徒が自宅で課題を進めることができるようにする。 

 
土岐商業高校（ﾋﾞｼﾞﾈｽ科、ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報科） 
主な取組み 

○地域の産官学協働による、地場産業｢美濃焼｣をブランド化 
  地場産業の振興を目指し、「美濃焼」の更なるブランド化に向けた取組みを開始した。今年度
は地元陶磁器メーカーの協力のもと試作品を完成し、来年度はその作品の商品化につなげる。 

○地域物産展を開催 
  他校と協働して、地域の総合庁舎で地域物産展を開催し、全国各地の有名物産を仕入れ、販売
した。販売が落ち込んでいる商品を生徒が選択し、販売実習を行った。 

成果と課題 
・地域の魅力について再発見があり、生徒一人一人が地域と連携することのやりがいを感じるこ 
 とができた。 
・ほとんどの生徒が地域連携事業を通して、「地域に対する誇り」等をもつことができた。今後は 
 地域連携の更なる発展とともに学校の魅力を発信したい。 

外部の方からの意見 

・企業との連携を今後更に深め、美濃焼の魅力やその活用を学んでほしい。 
・教育活動の紹介、PR等については、学校の HPをより多くの中学生や保護者に閲覧してもらうた
めの工夫が必要である。 

ICT を活用した取組みの成果 
・MetaMoJiに関する教員研修会を開催した。授業において何ができるかを具体的にイメージする
ことができ、今後の指導に大いに役立つものであった。 

今後の ICT 活用計画 
・ICT活用推進チームを組織し、MetaMoJiの使用方法等を教員で共有する。授業だけでなく様々な
活動においてICTを活用できる体制を構築する。 

 
飛騨高山高校（普通科、食の農学科群、緑の農学科群、情報処理科、ﾋﾞｼﾞﾈｽ科、生活

文化科） 
主な取組み 

○小学生対象のプログラミング教育を計画 
  高山市と連携し、小学生を対象としたプログラミング教育を実施予定だったが、コロナ感染
症の影響で中止となり、来年度にプログラミング教育等が指導できるよう研究を行った。 

○児童館にクリスマスツリー製作キットを配布 
  クリスマスツリーの製作キットを準備し、児童館に届けた。子ども達だけで製作できるよう、

作り方の説明書も作成した。 

成果と課題 
・コロナ禍のため、対面での交流はできなかったが、可能な範囲で計画を実践することができ、連
携先にも喜んでもらうことができた。 

・対面でない外部連携や情報収集の方法をいかに構築していくかが課題である。 
外部の方からの意見 
・各科の特徴や強みを出しながら、生徒たちは前向きに地域連携に取り組んでいる。今後も継続し

てほしい。 
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ICT を活用した取組みの成果 

・校内での教員向けの ICT研修を２回実施し、指導力の向上を図った。 
・ほとんどの教員が、作成した教材を上手く活用し、ペーパーレス化を図っている。 

今後の ICT 活用計画 

・MetaMoJiを活用した指導法の研究を推進する。 
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（５）進学指導推進事業の報告 

  平成29年度から普通科を設置している高校を中心に、新大学入試制度に対応

できる生徒の学力や教員の進学指導力の向上を推進している。 

本事業では、進学指導重点校事業、進学指導連携事業及び県総合教育セン 

ターによる研修事業を、前年度の実績をもとに改善を図りながら、継続して実

施している。 

 （ア）進学指導重点校事業 

   大学進学を主目的とした普通科がある高校の中から、８校を進学指導重点

校に指定している。各校の令和２年度の取組みは以下のとおりである。 

平成29年度～：岐阜北、大垣南、加茂、可児 
平成30年度～：加納、本巣松陽 
令和２年度～：多治見、中津 

 

学 校 名 特色ある主な取組み 

岐 阜 北 
◇：外部講師による小論文講座、名古屋大学出前講座、学部系統別説明会 

◆：教育研究セミナーへの参加 

大 垣 南 
◇：外部講師による小論文講座 

◇：生徒（保護者）対象の進路講話 

加 茂 
◇：地方国公立大学研究、外部講師による進学補習 

◆：教育研究セミナーへの参加 

可 児 
◇：外部講師による特別講座 

◆：教育研究セミナー、研修会への参加 

加 納 
◇：外部講師による学習支援、名古屋大学オープン授業 

◆：教育研究セミナーへの参加 

本巣松陽 
◇：外部講師による特別講座、外部講師による学力向上講座 

◆：小論文指導研修会の実施 

多 治 見 
◇：外部講師による特別講座、進路講演会の実施 

◆：教育研究セミナー、研修会への参加 

中 津 
◇：外部講師による特別補習 

◆：教育研究セミナー 

        ◇：生徒対象の取組み   ◆：教員対象の取組み 

 （イ）進学指導連携事業 

   県全体の進学指導の向上を図り、生徒の進路実現に寄与することを目的し

た大学進学指導連絡協議会を中心に高校間で連携を図り、効果的な入試対策

とモチベーション向上を目指す事業を推進した。事業内容は以下のとおりで

ある。 

大学進学指導連絡協議会幹事校：岐阜、岐阜北、大垣北、関、可児、多治見北、恵那、斐太 



 

46 

 

   ◇ 令和２年度の主な事業内容 

    外部講師による難関大学を目指す高校生のための入試研究会【生徒対象】 

      東京大学、京都大学、医学部医学科を志望する３年生（希望者）を対象

に、学習対策(国・数・英)の講座を開講した。新型コロナウイルス感染症

対策のため、オンラインにより実施したが、生徒・教員合わせて260名超が

参加した。（継続事業） 

    指導力向上に向けた教員セミナー・研修会への参加【教員対象】 

      各校の若手教員を中心に、指導力向上を目的に予備校等が開催する研修

会に参加した。若手教員にとって進路指導力向上だけでなく、授業実践に

も参考となる点が多かった。（継続事業） 

   ◇ 令和２年度のまとめ 

     外部講師による難関大学を目指す高校生のための入試研究会は、オンライ

ンで実施したことにより、多くの受講があった。一方で、参加者の受講後の

学習に対するモチベーションの向上や学習方法の改善につなげるためにも、

県内の生徒が一堂に会する集合型研修にも意義があるため、実施方法や効果

を検証して、今後更なる充実・発展を目指す。 

 （ウ）県総合教育センターによる研修事業 

   本事業の開始にあたり、県総合教育センター講座に新たな専門研修として、

大学入試問題の分析と大学入学者選抜改革による出題の傾向予想及びそれに

対する効果的な学習・指導方法の在り方を研究・開発する講座を、平成29年度

から開設し、進学指導に係る教員の指導力向上を目指す事業を行っている。 

   ◇ 令和２年度の主な事業内容 

   大学入試問題研究講座 ＜国語・数学・英語＞ 

       いずれの教科も、前半は外部講師による新大学入試制度や求められる学

力についての講演、後半は指導主事等による大学入試問題の研究及び効果

的な学習・指導方法についての演習を実施した。 

   ◇ 令和２年度のまとめ 

    外部講師による大学入試問題の分析等を踏まえ、今後求められる学力を育

む指導や授業の在り方について研究することで、授業改善の方向性を考える

ことができた。現在、いわゆる進学校に勤務していない若い教員にとっては、

自身の指導方法を見つめなおすきっかけとなり、勤務校での授業改善に活か

すだけでなく、教科の専門性を高めることができた。また、外部講師による
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講義と模擬授業を織り交ぜたワークショップにより、参加者は大学入試で求

められる力をどのように育成していくのかを学ぶことができた。 

    大学入学者選抜改革の分析等は、参加者にとってだけでなく学校現場にと

って大変興味深い内容であるため、研修内容や授業改善の成果等を各学校へ

いかに共有するかが今後の課題である。 

 （エ）大学入学共通テスト等の要因分析の実施 

   グローバル化の進展、技術革新、国内における生産年齢人口の急減などに伴

い、予見の困難な時代の中で新たな価値を創造していく力を育てることが必要

であり、学力の３要素（「知識・技能の確実な習得」、「思考力、判断力、表現力」、

「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」）を確実に育成・評価する

ために、「高校教育」「大学教育」それをつなぐ「大学入試」の三位一体での高

大接続改革が進んでいる。令和３年１月には、これまでの大学入試センター試

験から移行された大学入学共通テストが実施された。 

   県では、全ての高校にＩＣＴ機器を導入し、ふるさと教育として学校や学科

の特色に応じた探究的な学びを展開し、高大接続改革で求められる学力の３要

素を身に付けるための取組みを進めている。 

   この取組みを評価し、授業内容や学校運営等の改善に活かしていくため、各

学校において大学入試結果等を客観的に分析した。また、各学校の要因分析、

及び大学入学共通テストの自己採点等を進路状況が似通った高校間で情報共

有し、より組織的かつ戦略的な取組みとした。 

   今後は、各学校の要因を分析する場を設け、学校間共同での指導教材や指導

のノウハウの研究、オンラインによる進学補習や個別指導などの共同企画・実

施など、生徒たちが希望する進路の実現に向けた取組みの充実を図る。 

（６）スーパーハイスクールセッション（ＳＳＳ）の報告 

  学んだ知識を社会と関連付ける経験によって磨き、将来グローバル社会で活

躍したり、科学技術の発達に貢献したりする人材を育成するため、県内のスー

パーハイスクール指定校（16校）から意欲のある生徒が一堂に集まったり、Web

会議システムを利用するなどして、学校の枠を越えて、自発的で自由なアイデ

アを出し合いながら、課題解決に向けた提言をまとめた。令和２年度も岐阜大
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学地域協学センターとの共催で実施した。 

平成30年度～：岐阜、岐山、岐阜商業、岐阜農林、岐阜工業、大垣北、大垣東、関、 

多治見北、恵那、斐太、吉城 

令和元年度～：岐阜北、長良、加納、可児 

（７）高等学校における演劇等ワークショップ事業の報告 

  近年、コミュニケーションが苦手であることを原因として、学業や対人関係

に行き詰まりを感じる生徒や、急速な社会のグローバル化に伴い日本語能力が

十分でない外国人生徒が増加している。このような生徒に対し、演劇等の自己

表現を通してコミュニケーション能力や自己表現力の向上を図るため、令和２

年度は13校において、プロの演出家や俳優等を講師として招聘し、演劇表現  

ワークショップを実施した。今年度は新型コロナウイルス感染症対策のため、

実施時期が例年より遅れたものの、感染症対策を講じながら各学校において  

ワークショップを実施することができた。 

令和30年度～：山県、羽島、揖斐、不破、東濃、恵那南 

令和元年度～：郡上北、関有知、土岐紅陵、坂下、飛騨高山（山田キャンパス） 

       飛騨神岡 

令和２年度～：華陽フロンティア（定時制）、飛騨高山（定時制） 

（８）高校生の意識からみる、ふるさと教育の効果 （参考資料６） 

  県立高等学校の生徒の日常生活における意識について調査・把握し、その結

果を県教育委員会が実施する施策に活用することを目的とした「高校生の意識

に関する調査（以下、本調査）」を、平成30年度から県立高校２年生全生徒を対

象に実施している。 

  本調査のうち、生活や学習に関する15の設問に対して、「あてはまる」「やや

あてはまる」「あまりあてはまらない」「あてはまらない」の４件法を用いて回

答を得た。また、「あてはまる」を４点、「ややあてはまる」を３点、「あまりあ

てはまらない」を２点、「あてはまらない」を１点として得点を算出した。 

  平成30年度の調査結果では、15の設問のうち４設問は「主体的・対話的行動」

に関する項目、５設問は「地域意識」に関する項目に分類し、「主体的・対話的

行動」、「地域意識」の各項目の平均点については、正の相関（相関係数r=0.552）

が見られた。また、効果が小さいが、ふるさと教育の展開により、それらの得点

が高くなる可能性があるというまとめをした。 
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項目 質問内容 
肯定意見割合％ H30 

との差 H30 R1 R2 

主
体
的
・
対
話
的

行
動 

今の高校に入学して満足している 80.9 82.2 83.8 ＋2.9 

日常の授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から
取り組んでいると思う 

69.6 71.9 76.2 ＋6.6 

日常の授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わ
るよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していると思う 

51.4 54.1 58.4 ＋7.0 

日常の授業では、生徒の間で話し合う活動を通して、自分の考
えを深めたり、広げたりすることができていると思う 

61.9 65.1 71.9 ＋10.0 

  各項目の平均点 H30：2.80 → R1：2.85 → R2：2.93（＋0.13） 

項目 質問内容 
肯定意見割合％ H30 

との差 H30 R1 R2 

地
域
意
識 

岐阜県や自分の住んでいる地域の産業や伝統について知
っている 

64.4 65.4 67.3 ＋2.9 

岐阜県や自分の住んでいる地域の魅力を伝えることがで
きる 

51.0 53.3 55.1 ＋4.1 

今住んでいる地域の行事に参加している 38.2 39.5 40.7 ＋2.5 

地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある 53.9 58.2 59.5 ＋5.6 

地域や社会を良くするために何をすべきかを考えること
がある 

34.9 38.9 40.1 ＋5.2 

         各項目の平均点 H30：2.46 → R1：2.51 → R2：2.53（＋0.07） 

  令和元年度からはふるさと教育に重点的に取り組んでおり、ふるさと教育に

関連がある「主体的・対話的行動」、「地域意識」の各項目の肯定意見（「あては

まる」「ややあてはまる」）の割合は増加傾向にある。また、設問の得点の各項

目の平均点についても、年々高くなっている。（令和２年度の回答数は13,196人

（回答率97．4％）。調査結果全体は、参考資料６に掲載。） 

  「主体的・対話的行動」、「地域意識」に関する項目において、肯定的な意見

の割合が高まっていることから、新学習指導要領で求められている「主体的・

対話的で深い学び」の取組みが進んでおり、高校生の地域に対する関心・意識

が高まっていることがわかる。 

  高校卒業後の進路先に「岐阜県」を選んでいる高校生の割合は増加傾向にあ

り、ふるさと教育を通して高めた「将来岐阜県で活躍したい」という生徒の意

欲が反映されていると考えられる。一方で、４０歳時の岐阜県への定住意識に

ついては、その割合に変化が見られない。 

項目 質問内容 
岐阜県希望割合％ H30 

との差 H30 R1 R2 

将
来 

あなたは高校卒業後、どの地域の大学や短期大学、専門学校などに進学した
いと考えていますか。あるいは、どの地域に就職したいと考えていますか 

27.8 28.7 28.8 ＋1.9 

あなたは、４０歳になったとき、どの地域で生活したいと考え
ていますか 

32.8 33.4 32.4 -0.4 
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３ 令和３年度以降の取組内容と今後の方向性 

  岐阜県教育振興基本計画（第３次岐阜県教育ビジョン）に基づき、令和３年度

以降もふるさと教育の一層の充実を図り、ＩＣＴを活用して生徒が教科・科目の

枠を超えた課題の解決に必要な情報収集や分析を行う協働的・探究的な学び 

（ＳＴＥＡＭ教育とも関連）を展開する。 

＜令和３年度ふるさと教育の概要＞ 

（１）スーパー・インクワイアリー（探究）・ハイスクール事業の推進 

  モデル校（５校）において、より探究的な学びを先行実施し、その成果を各高

校に反映・展開する。更に、小中学生が高校での取組みに参加する機会を確保し、

高校での学びにつながる学習を促進する。 

（２）学校運営協議会設置の推進 

  中央教育審議会の答申を踏まえ、地域住民等と学校が連携・協働し、更に魅力

ある高校づくりに取り組めるよう、全県立学校83校に学校運営協議会を設置する。 
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（３）進学指導推進事業の拡大 

  県立高校における大学合格実績の更なる向上を図るため、進学指導重点校事業

を８校から11校に拡大して実施する。 

（ア）進学指導重点校事業：指定校を11校に拡大して実施 

平成29年度～：大垣南、加茂、可児、本巣松陽 
平成30年度～：岐阜北、加納、 
令和２年度～：多治見、中津 
令和３年度～：多治見北、恵那、斐太 

（イ）進学指導連携事業：大学進学指導連絡協議会への支援を継続 

連絡協議会幹事校：岐阜、岐阜北、大垣北、関、可児、多治見北、恵那、斐太 

（ウ）県総合教育センターによる専門研修事業を継続 

県総合教育センター講座の研修として、大学入試問題の分析とそれに基づく

効果的な学習・指導方法の在り方を研究・開発する講座を引き続き開設する。 

（４）高等学校における演劇等ワークショップ事業の継続 

  演劇等の自己表現を通して、コミュニケーション能力や自己表現力の向上を

図るため、令和２年度と同規模で実施する。 

 

 

（５）デジタル化に対応した産業教育の環境整備 

   専門高校におけるデジタル化対応装置等の環境整備により、ＩＣＴ機器を駆使

して最先端の産業教育を実践する専門高校として、地域の産業界を牽引する人材

を育成する。 

（６）ＩＣＴ環境の活用 

 （ア）「ＩＣＴ教育推進室」の新設 

   県教育委員会教育総務課内に、ＩＣＴを積極的に活用する教育施策の企画立

案・基盤の維持、研修の推進を所管する組織を新設し、学校の取組みを支援する。 

 （イ）ＩＣＴ関連企業や大学等の専門家との連携 

   ◇ 教員の教育力向上のための研究支援 

     正解のない課題に対し、他者とともに考え、答えを見出していく資質・能

平成30年度～：山県、羽島、揖斐、不破、東濃、恵那南 
令和元年度～：郡上北、関有知、土岐紅陵、坂下、飛騨高山（山田キャンパス）、 

飛騨神岡 
令和２年度～：華陽フロンティア（定時制）、飛騨高山（定時制） 
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力を生徒に身に付けさせるための授業のあり方について、企業人や大学の専

門家と連携して研究する。 

   ◇ オンライン教育を一層推進するための技術的支援 

     クラウドサービスを学校教育で安全に利活用するために必要な設定等に

ついて支援を受ける。 

   ◇ 教員の働き方改革を推進するための教育の情報化を支援 

    国内外の事例紹介やクラウドサービスの使い方支援を受け、校務や学習の

情報化を推進するとともに教員の多忙化解消につなげる。 

 （ウ）ＩＣＴ活用に関する教員研修 

   １人１台タブレット端末や周辺機器、学習支援ソフト等の各種ＩＣＴの基本

的な操作方法を習得する研修に加えて、効果的にＩＣＴを活用して課題解決型

学習や協働学習を実施する授業づくりのための研修を行う。 

研修テーマ 対象 講師(回数等) 

ファシリテーション等、新たな教員の資質研修 
初任者・新任管
理職 等 

大学教授等 
（全６回） 

課題解決型学習・協働的な学び・個別最適な学び 
（ＩＣＴを活用した授業づくり研修 等） 

小中義高特 
大学教授・ICT企業
関係者等（全６回） 

大学連携特別講座（岐阜大学・名古屋大学） 小中義高特 
岐大・名大教授 
（全５回） 

ＩＣＴ活用実践研修（校種別・端末種別） 小中義高特 
県教委指導主事 
（全３２回） 

授業改善講座（MetaMoJiを活用した授業改善） 高 
県教委指導主事 
（全教科） 

 

（７）遠隔教育の実証研究 

  少子化が進行する中、多様な学びのニーズに対応する方策の一つとして、小

規模化が懸念される高校と、当該校を遠隔授業によりサポートする高校を指定

し、遠隔授業による指導方法等の実証研究を行う。 

令和２年度は、大型モニター、集音マイク、スピーカー等、遠隔授業を円滑

に行うために必要な機材を整備し、特定の単元の授業や、期間を限定した授業

を遠隔で実施した。 

令和３年度以降は、年間を通した遠隔授業を実施するとともに、評価や単位

認定の方法、カリキュラム等について検討していく予定である。 
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（８）中央教育審議会答申（令和３年１月 26日）一部抜粋 

  中央教育審議会では、令和３年１月26日に小・中・高等学校の教育の在り方に

関する答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可

能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」を取りま

とめた。答申には、新時代に対応した高等学校教育等の在り方について、次のと

おりまとめている。 

 

  ○ 新時代に対応した高等学校教育等の在り方について 

   （１）基本的な考え方 

     ・高等学校には様々な背景を持つ生徒が在籍していることから、生徒の

多様な能力・適性、興味・関心等に応じた学びを実現することが必要 

     ・高等学校における教育活動を、高校生の学習意欲を喚起し、可能性及

び能力を最大限に伸長するためのものへと転換 

     ・社会経済の変化や令和４年度から実施される新しい高等学校学習指導

要領を踏まえた高等学校の在り方の検討が必要 

     ・生徒が高等学校在学中に主権者の１人としての自覚を深めていく学び

が求められていることを踏まえ、学びに向かう力の育成やキャリア教

育の充実を図ることが必要 

     ・新型コロナウイルス感染症の感染拡大を通じて再認識された高等学校

の役割や価値を踏まえ、遠隔・オンラインと対面・オフラインの最適

な組み合わせを検討 

    (２) 高校生の学習意欲を喚起し、可能性及び能力を最大限に伸長するため

の各高等学校の特色化・魅力化 

     ① 各高等学校の存在意義・社会的役割等の明確化 

      （スクール・ミッションの再定義） 

      •各設置者は、各学校の存在意義や期待される社会的役割、目指すべき

学校像を明確化する形で再定義 

     ② 各高等学校の入口から出口までの教育活動の指針の策定 

      （スクール・ポリシーの策定） 

      •各学校はスクール・ミッションに基づき、「育成を目指す資質・能力に
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関する方針」「教育課程の編成及び実施に関する方針」「入学者の受入

れに関する方針」の３つの方針（スクール・ポリシー）を策定・公表 

      •教育課程や個々の授業、入学者選抜等について組織的かつ計画な実施

とともに不断の改善が必要 

     ③ 「普通教育を主とする学科」の弾力化・大綱化（普通科改革） 

      •「普通教育を主とする学科」を置く各高等学校が、各設置者の判断に

より、学際的な学びに重点的に取り組む学科、地域社会に関する学び

に重点的に取り組む学科等を設置可能とする制度的措置 

      •新たな学科における教育課程においては、学校設定教科・科目や総合

的な探究の時間を各年次にわたって体系的に開設、国内外の関係機関

との連携・協働体制の構築、コーディネーターの配置 

     ④ 産業界と一体となって地域産業界を支える革新的職業人材の育成 

      （専門学科改革） 

      •地域の産官学が一体となり将来の地域産業界の在り方を検討、専門高

校段階での人材育成の在り方を整理、それに基づく教育課程の開発・

実践、教師の資質・能力の向上と施設・整備の充実 

      •高等教育機関等と連携した先取り履修等の取組推進、３年間に限らな

い教育課程や高等教育機関等と連携した一貫した教育課程の開発・実

施の検討 

     ⑤ 新しい時代にこそ求められる総合学科における学びの推進 

      •多様な開設科目という特徴を生かした教育活動を展開するため、教

科・科目等とのつながりや２年次以降の学びとの接続を意識したカリ

キュラム・マネジメント、ＩＣＴの活用を伴った各高等学校のネット

ワーク化による他校の科目履修を単位認定する仕組みの活用、外部人

材や地域資源の活用の推進 

     ⑥ 高等教育機関や地域社会等の関係機関と連携・協働した高度な学びの

提供 

       •特色・魅力ある教育活動のため、地域社会や高等教育機関等の関係機

関との連携・協働が必要 

      •各学校や地域の実情に応じ、コンソーシアムという形も含めて関係機
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関との連携・協働をコーディネートする体制を構築 

      •複数の高等学校が連携・協働して高度かつ多様なプログラムを開発・

共有し、全国の高校生がこうした学習プログラムに参加することを可

能とする取組みの促進 

   (４) ＳＴＥＡＭ教育等の教科等横断的な学習の推進による資質・能力の育成 

     ・ＳＴＥＡＭのＡの範囲を芸術、文化のみならず、生活、経済、法律、

政治、倫理等を含めた広い範囲で定義し推進することが重要 

     ・文理の枠を超えて教科等横断的な視点に立って進めることが重要 

     ・小中学校での教科等横断的な学習や探究的な学習等を充実 

     ・高等学校においては総合的な探究の時間や理数探究を中心として 

ＳＴＥＡＭ教育に取り組むとともに、教科等横断的な視点で教育課程

を編成し、地域や関係機関と連携・協働しつつ、生徒や地域の実態に

あった探究学習を充実 
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４ 令和４年度の学科改編等 

   令和４年度の学科改編等については、中央教育審議会答申（令和３年１月26日）

を踏まえた上で検討する必要があるため、令和３年５月を目途に発表する。ここ

では方向性を示すこととする。 

 （１）令和４年度学科改編等の方向性 

   （ア）普通科等について 

     ・ 学校の特性や地域性を活かしながら、それぞれの学校の実情に応じた

学科等の在り方を検討する。 

     ・ 学際的・複合的な学問分野などに即した最先端の特色・魅力ある学び

や、地域社会の課題や魅力などに着目した実践的な学びに重点的に取り

組む新しい学科への改編を検討する。 

     ・ 単位制の導入に関しては、学年による区分を設けない教育課程に従っ

て生徒が履修科目を選択し、単位を修得することを可能にすること等を

目的として制度化されたものであり、この趣旨目的を踏まえ、単位制の

課程を置く学校においては、入学年次にかかわらず多様な開設科目から

生徒が選択履修することを可能とするなど、制度趣旨に照らした在り方

を検討する。 

   （イ）専門学科について 

     ・ 県地方産業教育審議会答申（平成30年３月20日）を踏まえた「基本的

な学びの領域」を単位とする学科配置にする。 

     ・ 農業科及び工業科において、学びの領域や地域社会、産業界等のニー

ズに基づき学科を再編成する。（商業科及び生活産業科は再編成済） 

     ・ 学校によって、学びの領域や学科構成が複雑なため、一律に学科改編

は行わず、学校の現状や地域性も考慮した上で、学科改編を検討する。 

     ・ 令和４年度の学科改編対象以外の学校についても、引き続き検討を継

続し、必要に応じて改編を行う。 
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   （参考）中央教育審議会答申（令和３年１月26日）の内容（関係分のみ抜粋） 

    ◇ 普通科について 

     ・ 普通科の特色化・魅力化を促進するため、「普通教育を主とする学科」

として、普通科以外の学科の設置が可能 

→ 学際融合学科（仮称） 

        SDGsの実現、Society5.0に伴う諸課題等に関する学際的・複合的な

分野や新たな領域に即した最先端の特色や魅力のある学びの学科 

        → 地域探究型学科（仮称） 

        地域社会が有する諸課題や魅力に着目した実践的な学びの学科 

→ その他特色ある学科 

        当該高校の社会的役割等に基づく特色・魅力ある学びの学科 

    ◇ 専門学科について 

     ・ 技術革新・産業構造の変化、グローバル化等、社会の急激な変化に対

応するため、産業界と高校が一体となった社会に開かれた教育を推進 

     ・ 社会の変化に伴い、地域の成長を支える最先端の職業人を育成 

→ 産業界と一体となった教育課程の推進、施設・設備の充実 

       → インターシップなど、地元企業等との連携を更に進化 

     ・ 高等教育機関等と連携し、必ずしも３年間に限らない教育課程の開発 

   

（２）県外募集実施校 

 令和４年度県立高等学校入学者選抜においても引き続き、特色のある教育や全

国で活躍する部活動を実施している学校で、県外からの募集を実施する。 

県外募集実施校の募集学科、検査内容や選抜方法等を含めた選抜の概要は、令

和３年７月末日を目途に県教育委員会において発表する。 

 

（３）令和４年度県立高等学校入学者選抜 

令和４年度県立高校入学者選抜の概要及び日程については、当該年度の学科改

編等も踏まえたのち、令和３年５月を目途に県教育委員会ホームページ等で発表

する。 
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中学校卒業予定者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜全県＞ <学校基本調査>

R2.4 R3.4 R4.4 R5.4 R6.4 R7.4 R8.4 R9.4 R10.4 R11.4

高１ 中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小２ 小１

7,406 7,319 7,501 7,354 7,478 7,131 7,262 6,964 6,919 6,755

前年比 ▲ 87 182 ▲ 147 124 ▲ 347 131 ▲ 298 ▲ 45 ▲ 164

R2.4比 ▲ 87 95 ▲ 52 72 ▲ 275 ▲ 144 ▲ 442 ▲ 487 ▲ 651

3,497 3,462 3,448 3,239 3,368 3,223 3,211 3,173 3,067 2,914

前年比 ▲ 35 ▲ 14 ▲ 209 129 ▲ 145 ▲ 12 ▲ 38 ▲ 106 ▲ 153

R2.4比 ▲ 35 ▲ 49 ▲ 258 ▲ 129 ▲ 274 ▲ 286 ▲ 324 ▲ 430 ▲ 583

1,353 1,314 1,355 1,305 1,301 1,322 1,288 1,349 1,202 1,216

前年比 ▲ 39 41 ▲ 50 ▲ 4 21 ▲ 34 61 ▲ 147 14

R2.4比 ▲ 39 2 ▲ 48 ▲ 52 ▲ 31 ▲ 65 ▲ 4 ▲ 151 ▲ 137

2,171 2,065 2,178 2,129 2,077 2,065 2,118 2,101 2,077 2,006

前年比 ▲ 106 113 ▲ 49 ▲ 52 ▲ 12 53 ▲ 17 ▲ 24 ▲ 71

R2.4比 ▲ 106 7 ▲ 42 ▲ 94 ▲ 106 ▲ 53 ▲ 70 ▲ 94 ▲ 165

2,946 2,786 2,832 2,960 2,798 2,737 2,788 2,723 2,663 2,523

前年比 ▲ 160 46 128 ▲ 162 ▲ 61 51 ▲ 65 ▲ 60 ▲ 140

R2.4比 ▲ 160 ▲ 114 14 ▲ 148 ▲ 209 ▲ 158 ▲ 223 ▲ 283 ▲ 423

1,283 1,255 1,230 1,236 1,308 1,230 1,168 1,196 1,108 1,109

前年比 ▲ 28 ▲ 25 6 72 ▲ 78 ▲ 62 28 ▲ 88 1

R2.4比 ▲ 28 ▲ 53 ▲ 47 25 ▲ 53 ▲ 115 ▲ 87 ▲ 175 ▲ 174

18,656 18,201 18,544 18,223 18,330 17,708 17,835 17,506 17,036 16,523

前年比 ▲ 455 343 ▲ 321 107 ▲ 622 127 ▲ 329 ▲ 470 ▲ 513

R2.4比 ▲ 455 ▲ 112 ▲ 433 ▲ 326 ▲ 948 ▲ 821 ▲ 1,150 ▲ 1,620 ▲ 2,133

県全体

高校入学年月

学　　　　年

岐阜

西濃

美濃

可茂

東濃

飛騨

令和2年5月1日 現在
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 ＜岐阜地区＞ <学校基本調査>

R2.4 R3.4 R4.4 R5.4 R6.4 R7.4 R8.4 R9.4 R10.4 R11.4

高１ 中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小２ 小１

3,748 3,694 3,743 3,637 3,688 3,478 3,571 3,370 3,417 3,355

前年比 ▲ 54 49 ▲ 106 51 ▲ 210 93 ▲ 201 47 ▲ 62

R2.4比 ▲ 54 ▲ 5 ▲ 111 ▲ 60 ▲ 270 ▲ 177 ▲ 378 ▲ 331 ▲ 393

675 582 638 649 593 662 620 591 597 597

前年比 ▲ 93 56 11 ▲ 56 69 ▲ 42 ▲ 29 6 0

R2.4比 ▲ 93 ▲ 37 ▲ 26 ▲ 82 ▲ 13 ▲ 55 ▲ 84 ▲ 78 ▲ 78

1,317 1,296 1,380 1,383 1,395 1,346 1,328 1,294 1,303 1,243

前年比 ▲ 21 84 3 12 ▲ 49 ▲ 18 ▲ 34 9 ▲ 60

R2.4比 ▲ 21 63 66 78 29 11 ▲ 23 ▲ 14 ▲ 74

231 230 225 189 224 197 196 194 184 194

前年比 ▲ 1 ▲ 5 ▲ 36 35 ▲ 27 ▲ 1 ▲ 2 ▲ 10 10

R2.4比 ▲ 1 ▲ 6 ▲ 42 ▲ 7 ▲ 34 ▲ 35 ▲ 37 ▲ 47 ▲ 37

488 583 558 553 623 550 623 593 560 543

前年比 95 ▲ 25 ▲ 5 70 ▲ 73 73 ▲ 30 ▲ 33 ▲ 17

R2.4比 95 70 65 135 62 135 105 72 55

359 395 357 367 331 317 289 315 291 264

前年比 36 ▲ 38 10 ▲ 36 ▲ 14 ▲ 28 26 ▲ 24 ▲ 27

R2.4比 36 ▲ 2 8 ▲ 28 ▲ 42 ▲ 70 ▲ 44 ▲ 68 ▲ 95

181 174 179 177 203 164 188 170 155 156

前年比 ▲ 7 5 ▲ 2 26 ▲ 39 24 ▲ 18 ▲ 15 1

R2.4比 ▲ 7 ▲ 2 ▲ 4 22 ▲ 17 7 ▲ 11 ▲ 26 ▲ 25

407 365 421 399 421 417 447 437 412 403

前年比 ▲ 42 56 ▲ 22 22 ▲ 4 30 ▲ 10 ▲ 25 ▲ 9

R2.4比 ▲ 42 14 ▲ 8 14 10 40 30 5 ▲ 4

7,406 7,319 7,501 7,354 7,478 7,131 7,262 6,964 6,919 6,755

前年比 ▲ 87 182 ▲ 147 124 ▲ 347 131 ▲ 298 ▲ 45 ▲ 164

R2.4比 ▲ 87 95 ▲ 52 72 ▲ 275 ▲ 144 ▲ 442 ▲ 487 ▲ 651

＜西濃地区＞ <学校基本調査>

R2.4 R3.4 R4.4 R5.4 R6.4 R7.4 R8.4 R9.4 R10.4 R11.4

高１ 中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小２ 小１

1,413 1,430 1,365 1,327 1,441 1,370 1,389 1,397 1,366 1,294

前年比 17 ▲ 65 ▲ 38 114 ▲ 71 19 8 ▲ 31 ▲ 72

R2.4比 17 ▲ 48 ▲ 86 28 ▲ 43 ▲ 24 ▲ 16 ▲ 47 ▲ 119

302 267 309 260 288 262 274 238 232 229

前年比 ▲ 35 42 ▲ 49 28 ▲ 26 12 ▲ 36 ▲ 6 ▲ 3

R2.4比 ▲ 35 7 ▲ 42 ▲ 14 ▲ 40 ▲ 28 ▲ 64 ▲ 70 ▲ 73

279 255 253 246 242 253 228 227 197 205

前年比 ▲ 24 ▲ 2 ▲ 7 ▲ 4 11 ▲ 25 ▲ 1 ▲ 30 8

R2.4比 ▲ 24 ▲ 26 ▲ 33 ▲ 37 ▲ 26 ▲ 51 ▲ 52 ▲ 82 ▲ 74

307 342 338 315 309 298 310 283 245 267

前年比 35 ▲ 4 ▲ 23 ▲ 6 ▲ 11 12 ▲ 27 ▲ 38 22

R2.4比 35 31 8 2 ▲ 9 3 ▲ 24 ▲ 62 ▲ 40

480 491 497 451 468 436 443 427 458 374

前年比 11 6 ▲ 46 17 ▲ 32 7 ▲ 16 31 ▲ 84

R2.4比 11 17 ▲ 29 ▲ 12 ▲ 44 ▲ 37 ▲ 53 ▲ 22 ▲ 106

716 677 686 640 620 604 567 601 569 545

前年比 ▲ 39 9 ▲ 46 ▲ 20 ▲ 16 ▲ 37 34 ▲ 32 ▲ 24

R2.4比 ▲ 39 ▲ 30 ▲ 76 ▲ 96 ▲ 112 ▲ 149 ▲ 115 ▲ 147 ▲ 171

3,497 3,462 3,448 3,239 3,368 3,223 3,211 3,173 3,067 2,914

前年比 ▲ 35 ▲ 14 ▲ 209 129 ▲ 145 ▲ 12 ▲ 38 ▲ 106 ▲ 153

R2.4比 ▲ 35 ▲ 49 ▲ 258 ▲ 129 ▲ 274 ▲ 286 ▲ 324 ▲ 430 ▲ 583

高校入学年月

学　　　　年

揖斐郡

　西濃地区

　岐阜地区

大垣市

海津市

養老郡

不破郡

安八郡

各務原市

山県市

瑞穂市

本巣市

本巣郡

羽島郡

岐阜市

羽島市

高校入学年月

学　　　　年

令和2年5月1日 現在

令和2年5月1日 現在
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＜美濃地区＞ <学校基本調査>

R2.4 R3.4 R4.4 R5.4 R6.4 R7.4 R8.4 R9.4 R10.4 R11.4

高１ 中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小２ 小１

828 805 805 799 819 841 801 825 735 737

前年比 ▲ 23 0 ▲ 6 20 22 ▲ 40 24 ▲ 90 2

R2.4比 ▲ 23 ▲ 23 ▲ 29 ▲ 9 13 ▲ 27 ▲ 3 ▲ 93 ▲ 91

141 168 170 166 149 149 169 171 144 150

前年比 27 2 ▲ 4 ▲ 17 0 20 2 ▲ 27 6

R2.4比 27 29 25 8 8 28 30 3 9

384 341 380 340 333 332 318 353 323 329

前年比 ▲ 43 39 ▲ 40 ▲ 7 ▲ 1 ▲ 14 35 ▲ 30 6

R2.4比 ▲ 43 ▲ 4 ▲ 44 ▲ 51 ▲ 52 ▲ 66 ▲ 31 ▲ 61 ▲ 55

(221) (186) (198) (170) (188) (151) (172) (176) (159) (168)

前年比 (▲ 35) (12) (▲ 28) (18) (▲ 37) (21) (4) (▲ 17) (9)

R2.4比 (▲ 35) (▲ 23) (▲ 51) (▲ 33) (▲ 70) (▲ 49) (▲ 45) (▲ 62) (▲ 53)

(163) (155) (182) (170) (145) (181) (146) (177) (164) (161)

前年比 (▲ 8) (27) (▲ 12) (▲ 25) (36) (▲ 35) (31) (▲ 13) (▲ 3)

R2.4比 (▲ 8) (19) (7) (▲ 18) (18) (▲ 17) (14) (1) (▲ 2)

1,353 1,314 1,355 1,305 1,301 1,322 1,288 1,349 1,202 1,216

前年比 ▲ 39 41 ▲ 50 ▲ 4 21 ▲ 34 61 ▲ 147 14

R2.4比 ▲ 39 2 ▲ 48 ▲ 52 ▲ 31 ▲ 65 ▲ 4 ▲ 151 ▲ 137

＜可茂地区＞ <学校基本調査>

R2.4 R3.4 R4.4 R5.4 R6.4 R7.4 R8.4 R9.4 R10.4 R11.4

高１ 中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小２ 小１

580 550 562 596 572 617 603 585 591 581

前年比 ▲ 30 12 34 ▲ 24 45 ▲ 14 ▲ 18 6 ▲ 10

R2.4比 ▲ 30 ▲ 18 16 ▲ 8 37 23 5 11 1

973 975 1,000 974 966 898 962 960 947 898

前年比 2 25 ▲ 26 ▲ 8 ▲ 68 64 ▲ 2 ▲ 13 ▲ 49

R2.4比 2 27 1 ▲ 7 ▲ 75 ▲ 11 ▲ 13 ▲ 26 ▲ 75

451 389 444 429 365 398 386 401 381 384

前年比 ▲ 62 55 ▲ 15 ▲ 64 33 ▲ 12 15 ▲ 20 3

R2.4比 ▲ 62 ▲ 7 ▲ 22 ▲ 86 ▲ 53 ▲ 65 ▲ 50 ▲ 70 ▲ 67

167 151 172 130 174 152 167 155 158 143

前年比 ▲ 16 21 ▲ 42 44 ▲ 22 15 ▲ 12 3 ▲ 15

R2.4比 ▲ 16 5 ▲ 37 7 ▲ 15 0 ▲ 12 ▲ 9 ▲ 24

2,171 2,065 2,178 2,129 2,077 2,065 2,118 2,101 2,077 2,006

前年比 ▲ 106 113 ▲ 49 ▲ 52 ▲ 12 53 ▲ 17 ▲ 24 ▲ 71

R2.4比 ▲ 106 7 ▲ 42 ▲ 94 ▲ 106 ▲ 53 ▲ 70 ▲ 94 ▲ 165

美濃加茂市

可児市

加茂郡

関市

美濃市

郡上市

  美濃地区

可児郡

  可茂地区

令和2年5月1日 現在

北部
（内数）

南部
（内数）

高校入学年月

学　　　　年

高校入学年月

学　　　　年

令和2年5月1日 現在
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 ＜東濃地区＞ <学校基本調査>

R2.4 R3.4 R4.4 R5.4 R6.4 R7.4 R8.4 R9.4 R10.4 R11.4

高１ 中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小２ 小１

964 900 920 927 941 933 895 911 865 779

前年比 ▲ 64 20 7 14 ▲ 8 ▲ 38 16 ▲ 46 ▲ 86

R2.4比 ▲ 64 ▲ 44 ▲ 37 ▲ 23 ▲ 31 ▲ 69 ▲ 53 ▲ 99 ▲ 185

502 457 467 523 475 468 487 501 438 421

前年比 ▲ 45 10 56 ▲ 48 ▲ 7 19 14 ▲ 63 ▲ 17

R2.4比 ▲ 45 ▲ 35 21 ▲ 27 ▲ 34 ▲ 15 ▲ 1 ▲ 64 ▲ 81

360 353 342 340 293 273 293 285 280 295

前年比 ▲ 7 ▲ 11 ▲ 2 ▲ 47 ▲ 20 20 ▲ 8 ▲ 5 15

R2.4比 ▲ 7 ▲ 18 ▲ 20 ▲ 67 ▲ 87 ▲ 67 ▲ 75 ▲ 80 ▲ 65

1,826 1,710 1,729 1,790 1,709 1,674 1,675 1,697 1,583 1,495

前年比 ▲ 116 19 61 ▲ 81 ▲ 35 1 22 ▲ 114 ▲ 88

R2.4比 ▲ 116 ▲ 97 ▲ 36 ▲ 117 ▲ 152 ▲ 151 ▲ 129 ▲ 243 ▲ 331

417 422 416 448 411 434 406 400 433 377

前年比 5 ▲ 6 32 ▲ 37 23 ▲ 28 ▲ 6 33 ▲ 56

R2.4比 5 ▲ 1 31 ▲ 6 17 ▲ 11 ▲ 17 16 ▲ 40

(118) (136) (116) (131) (136) (129) (114) (120) (123) (99)

前年比 (18) (▲ 20) (15) (5) (▲ 7) (▲ 15) (6) (3) (▲ 24)

R2.4比 (18) (▲ 2) (13) (18) (11) (▲ 4) (2) (5) (▲ 19)

703 654 687 722 678 629 707 626 647 651

前年比 ▲ 49 33 35 ▲ 44 ▲ 49 78 ▲ 81 21 4

R2.4比 ▲ 49 ▲ 16 19 ▲ 25 ▲ 74 4 ▲ 77 ▲ 56 ▲ 52

(219) (218) (208) (214) (217) (196) (192) (186) (169) (179)

前年比 (▲ 1) (▲ 10) (6) (3) (▲ 21) (▲ 4) (▲ 6) (▲ 17) (10)

R2.4比 (▲ 1) (▲ 11) (▲ 5) (▲ 2) (▲ 23) (▲ 27) (▲ 33) (▲ 50) (▲ 40)

1,120 1,076 1,103 1,170 1,089 1,063 1,113 1,026 1,080 1,028

前年比 ▲ 44 27 67 ▲ 81 ▲ 26 50 ▲ 87 54 ▲ 52

R2.4比 ▲ 44 ▲ 17 50 ▲ 31 ▲ 57 ▲ 7 ▲ 94 ▲ 40 ▲ 92

2,946 2,786 2,832 2,960 2,798 2,737 2,788 2,723 2,663 2,523

前年比 ▲ 160 46 128 ▲ 162 ▲ 61 51 ▲ 65 ▲ 60 ▲ 140

R2.4比 ▲ 160 ▲ 114 14 ▲ 148 ▲ 209 ▲ 158 ▲ 223 ▲ 283 ▲ 423

＜飛騨地区＞ <学校基本調査>

R2.4 R3.4 R4.4 R5.4 R6.4 R7.4 R8.4 R9.4 R10.4 R11.4

高１ 中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小２ 小１

798 785 806 791 810 778 757 748 717 703

前年比 ▲ 13 21 ▲ 15 19 ▲ 32 ▲ 21 ▲ 9 ▲ 31 ▲ 14

R2.4比 ▲ 13 8 ▲ 7 12 ▲ 20 ▲ 41 ▲ 50 ▲ 81 ▲ 95

197 191 177 183 204 172 159 185 160 172

前年比 ▲ 6 ▲ 14 6 21 ▲ 32 ▲ 13 26 ▲ 25 12

R2.4比 ▲ 6 ▲ 20 ▲ 14 7 ▲ 25 ▲ 38 ▲ 12 ▲ 37 ▲ 25

(55) (56) (46) (45) (58) (39) (46) (45) (41) (47)

前年比 (1) (▲ 10) (▲ 1) (13) (▲ 19) (7) (▲ 1) (▲ 4) (6)

R2.4比 (1) (▲ 9) (▲ 10) (3) (▲ 16) (▲ 9) (▲ 10) (▲ 14) (▲ 8)

276 264 230 252 286 267 244 249 214 222

前年比 ▲ 12 ▲ 34 22 34 ▲ 19 ▲ 23 5 ▲ 35 8

R2.4比 ▲ 12 ▲ 46 ▲ 24 10 ▲ 9 ▲ 32 ▲ 27 ▲ 62 ▲ 54

12 15 17 10 8 13 8 14 17 12

前年比 3 2 ▲ 7 ▲ 2 5 ▲ 5 6 3 ▲ 5

R2.4比 3 5 ▲ 2 ▲ 4 1 ▲ 4 2 5 0

276 264 230 252 286 267 244 249 214 222

前年比 ▲ 12 ▲ 34 22 34 ▲ 19 ▲ 23 5 ▲ 35 8

R2.4比 ▲ 12 ▲ 46 ▲ 24 10 ▲ 9 ▲ 32 ▲ 27 ▲ 62 ▲ 54

1,283 1,255 1,230 1,236 1,308 1,230 1,168 1,196 1,108 1,109

前年比 ▲ 28 ▲ 25 6 72 ▲ 78 ▲ 62 28 ▲ 88 1

R2.4比 ▲ 28 ▲ 53 ▲ 47 25 ▲ 53 ▲ 115 ▲ 87 ▲ 175 ▲ 174

下呂市

飛騨市

多治見市

土岐市

瑞浪市

　東濃西部

大野郡

下呂市

  飛騨地区

令和2年5月1日 現在

旧神岡町

（内数）

恵那市

中津川市

　東濃東部

  東濃地区

高山市

令和2年5月1日 現在

高校入学年月

学　　　　年

高校入学年月

学　　　　年

旧恵南地区

（内数）

旧恵北地区

（内数）
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高校におけるふるさと教育ガイド 
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県外募集に関するチラシ 
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県外募集に関する広報 

○県外募集特設ホームページ 

○新聞広告 

 

 

 

 

 

 

○バナー広告 
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１人１台端末環境におけるＩＣＴ活用チェックリスト 

 チェックの目安  
A：「できる」     ＝「一人で問題なくできる」 
B：「ややできる」   ＝「ほぼ問題なくできる（困ったときに周りに聞く程度）」 
C：「あまりできない」 ＝「その都度周りに聞く必要がある」 
D：「ほとんどできない」＝「基本的な操作方法などの研修を受けないとできない」 

＜基本＞については ICTを活用した授業を行うための基本となるスキル １～５は５つの学びのスタンダードを推進するためのスキル 

分野 
項

番 
内容 スキル チェック 

授業デザイン 

① 
ＩＣＴを使用することが目的ではなく、ＩＣＴは学習方法の手段の一つであることを理解
している  ＜基本＞ A B C D 

② どういった場面でＩＣＴを使用するとよいかを意識して授業計画する ＜基本＞ A B C D 

③ ＩＣＴを活用した効率の良い授業を行い、生徒に個別最適化した学習を提供する １ A B C D 

④ 
ＩＣＴを活用した効率の良い授業を行い、グループ活動等の協働学習の場面を創出したり、

探究的な学習活動を取り入れたりする 
１ ３ A B C D 

⑤ ＩＣＴを活用して、授業アンケートを定期的に行い、授業改善に生かす ＜基本＞ A B C D 

教
員
自
身
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用 

プロジェクタ 

⑥ 実物投影機（書画カメラ）とプロジェクタを用いて、教材を生徒にわかりやすく提示する ＜基本＞ A B C D 

⑦ パワーポイント等で教材を作成し、プロジェクタを用いて、生徒にわかりやすく提示する ＜基本＞ A B C D 

⑧ 
インターネットを利用して、教材となるＷＥＢページを、プロジェクタを用いて生徒にわかり

やすく提示する 
＜基本＞ A B C D 

学
習
支
援
ソ
フ
ト 

学
習
支
援
ツ
ー
ル(M

icr
oso

ft 
365

) 

メ
タ
モ
ジ 

⑨ 
メタモジでＰＤＦからインポートした資料教材を作成して、プロジェクタを用いて生徒に

わかりやすく提示する 
１ A B C D 

⑩ 
メタモジで音声や動画等を貼り付けた教材を作成して、プロジェクタを用いて生徒にわかり

やすく提示する  
１ ２ A B C D 

⑪ メタモジで作成した教材を生徒端末に配付して、個別の学習活動を指導する  １ A B C D 

⑫ 
メタモジで生徒が解答した小テストや課題を指導者用端末で確認し、採点したり、評価コメ
ント等を書き込んだりする  

１ A B C D 

⑬ メタモジで生徒の解答のうち、いくつかをピックアップして提示し、生徒に説明する  １ ３ A B C D 

⑭ 
メタモジで生徒がグループごとに意見交流や考えの共有ができるよう、グループ設定をし
て教材を配付する  

３ A B C D 

M
icr

oso
ft 

365 

⑮ Microsoft Teamsでチームやチャネルを作成し、メッセージを送り合う  １ ３ A B C D 

⑯ Microsoft Teamsのチームやチャネルで、教材等のファイル共有を行う  １ ２ ３ A B C D 

⑰ Microsoft Formsのアンケート機能を活用して、生徒の意見を集約する  １ ３ A B C D 

⑱ Microsoft Streamで学習用動画等の教材をアップロードし、配信する  ２ ５ A B C D 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

（We
bex

） 

⑲ 
Cisco Webex Meetingsを用い、ＷＥＢ会議主催者として、担当する生徒にオンライン学習

支援をする  
１ ３ ４ ５ A B C D 

⑳ Cisco Webex Meetingsを用い、外部機関や有識者とオンライン交流を行う  ３ ４ A B C D 

㉑ Cisco Webex Meetingsを用い、学校内外での活用方法を工夫して実践する １ ２ ３ ４ ５ A B C D 

㉒ Cisco Webex Meetingsの録画機能を使用して、授業をオンデマンド配信する  ２ ５ A B C D 

情報モラル ㉓ 個人情報、著作権、肖像権等に留意して、教材を作成し使用する ＜基本＞ A B C D 

生
徒
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導 

プロジェクタ ㉔ 生徒が実物投影機（書画カメラ）とプロジェクタを活用して発表できるように指導する ＜基本＞ A B C D 

端末操作 
㉕ 生徒がタブレット端末の基本的な操作技能を身に付けられるように指導する  １ ２ ３ ４ ５ A B C D 

㉖ 生徒がワード、エクセル、パワーポイント等を活用して発表できるように指導する  １ ２ ３ ４ A B C D 

学習支援 

ソフト 

㉗ 生徒がメタモジの操作を身に付けられるように指導する  １ ２ ３ ４ ５ A B C D 

㉘ 
生徒が Microsoft Teams のファイル共有機能を活用してプレゼン資料等を作成できるよう

に指導する  
１ ２ ３ ４ A B C D 

オンライン授業 ㉙ 
生徒がＷＥＢ会議システムを活用できるよう、Cisco Webex Meetingsの基本操作等を指導

する  
３ ４ A B C D 

情報モラル 

㉚ 生徒が他人の個人情報、著作権、肖像権等について適切に取扱いができるよう指導する  ＜基本＞ A B C D 

㉛ 
生徒がインターネットなどの利用時に、反社会的な行為や違法な行為、ネット犯罪等の危険
を適切に回避するよう指導する 

＜基本＞ A B C D 

㉜ タブレット貸与規程やタブレット利用ガイドに従い、ルールの徹底について指導する ＜基本＞ A B C D 
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高校生の意識に関する調査 

 ・目  的  県立高等学校の高校生の日常生活における意識について調査 
 ・実施期間  令和２年１０月１日（木）～１０月３１日（土） 
 ・対 象 者  県立高等学校２年生全生徒 回答数１３，１９６人（回答率９７．４％） 

質問項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 ． 計 2020年度 2019年度 2018年度

選択肢

当てはま

る

どちらか

といえば

当てはま

る

どちらか

といえば

当てはま

らない

当てはま

らない

未記入・

未回答

計

肯定
意見

肯定
意見

肯定
意見

朝食を毎日食べている。

78.9% 11.8% 4.5% 4.8% 0.0% 100.0% 90.7% 90.5% 90.9%

自分には，よいところがあると思う。

33.4% 45.9% 14.8% 5.9% 0.0% 100.0% 79.3% 78.3% 76.2%

将来の夢や目標を持っている。

36.9% 32.9% 19.3% 10.9% 0.0% 100.0% 69.8% 68.8% 68.8%

高校で学んだことを生かした職業に就きたいと
思う。

30.6% 41.2% 19.9% 8.2% 0.0% 100.0% 71.8% 70.2% 68.4%

学校行事（体育祭や文化祭など）には積極的に
参加する。

49.6% 37.2% 10.0% 3.2% 0.0% 100.0% 86.8% 85.1% 84.7%

岐阜県や自分の住んでいる地域の産業や伝統に
ついて知っている。

19.2% 48.1% 25.4% 7.2% 0.0% 100.0% 67.3% 65.4% 64.4%

岐阜県や自分の住んでいる地域の魅力を伝える
ことができる。

15.3% 39.8% 33.3% 11.5% 0.0% 100.0% 55.1% 53.3% 51.0%

今住んでいる地域の行事に参加している。

13.3% 27.4% 35.2% 24.1% 0.0% 100.0% 40.7% 39.5% 38.2%

地域や社会で起こっている問題や出来事に関心
がある。

17.9% 41.6% 28.9% 11.5% 0.0% 100.0% 59.5% 58.2% 53.9%

地域や社会をよくするために何をすべきかを考
えることがある。

11.5% 28.6% 40.0% 19.8% 0.0% 100.0% 40.1% 38.9% 34.9%

１８歳になったら投票（選挙）に行こうと思
う。

43.4% 33.7% 15.3% 7.6% 0.0% 100.0% 77.1% 77.6% 74.3%

今の高校に入学して満足している。

42.4% 41.4% 11.3% 4.8% 0.0% 100.0% 83.8% 82.2% 80.9%

日常の授業では、課題の解決に向けて、自分で
考え、自分から取り組んでいると思う。

24.1% 52.1% 19.8% 3.9% 0.0% 100.0% 76.2% 71.9% 69.6%

日常の授業で、自分の考えを発表する機会で
は、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文
章、話の組立てなどを工夫して発表していると
思う。

15.4% 43.0% 32.5% 9.1% 0.0% 100.0% 58.4% 54.1% 51.4%

日常の授業では、生徒の間で話し合う活動を通
じて、自分の考えを深めたり、広げたりするこ
とができていると思う。 23.7% 48.2% 22.1% 6.1% 0.0% 100.0% 71.9% 65.1% 61.9%

選択肢

話をして

いる

どちらか

といえ

ば、話を

している

あまり話

をしてい

ない

全く話を

していな

い

未記入・

未回答

計

肯定
意見

肯定
意見

肯定
意見

家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事に
ついて話をしますか

46.7% 31.9% 16.0% 4.9% 0.5% 100.0% 78.6% 77.4% 77.1%

選択肢

参加した

ことがあ

る

参加した

ことがな

い

わからな

い

未記入・

未回答

計

参加 参加 参加

地域社会などでボランティア活動に参加したこ
とがありますか

68.8% 16.0% 14.5% 0.7% 100.0% 68.8% 67.6% 66.1%

選択肢

大学に進

学する

短期大学

に進学す

る

専門学校

に進学す

る

海外の大

学等に進

学する

就職する パート・

アルバイ

ト

就職も進

学もしな

い

その他 まだわか

らない

未記入・

未回答

計
大学
進学
希望

大学
進学

希望

大学
進学

希望

あなたは高校卒業後、大学や短期大学、専門学
校などに進学を希望しますか。
それとも就職を希望しますか。 51.9% 4.0% 12.5% 0.3% 18.8% 0.2% 0.1% 0.3% 11.4% 0.6% 100.0% 51.9% 50.6% 50.4%

選択肢

岐阜県 愛知県 三重県 中部地方 東京都 関東地方 大阪府 関西地方 その他 まだわか

らない

未記入・

未回答

計

岐阜県 岐阜県 岐阜県

あなたは高校卒業後、どの地域の大学や短期大
学、専門学校などに進学したいと考えています
か。あるいは、どの地域に就職したいと考えて
いますか。

28.8% 28.7% 0.4% 3.7% 3.9% 1.8% 1.2% 3.0% 1.6% 26.2% 0.6% 100.0% 28.8% 28.7% 27.8%

あなたは、４０歳になったとき、どの地域で生
活したいと考えていますか。

32.4% 8.2% 0.3% 1.8% 4.7% 2.8% 0.9% 1.7% 2.9% 43.9% 0.6% 100.0% 32.4% 33.4% 32.8%
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中央教育審議会答申（令和３年１月 26日）概要 

「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別
最適な学びと、協働的な学びの実現～」 
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